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町の魅力を再発見！　
　中山町には、魅力的な場所やもっと知ってほしい良いモノなどがたくさんあります。この
コーナーでは、そんなまちの魅力をお知らせしていきます。
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　県指定天然記念物の樹齢750年といわれる２
本のエドヒガンと、中央にあるソメイヨシノの

達磨寺田植踊保存
会の皆さん（写真
上）と亀井会長
（写真左）
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お達磨の
　　 桜公園

巨木が、今年も美しく咲きました。満開の時期には、ライトアップや
さまざまなイベントに多くの人が訪れ、春のひと時を楽しんでいました。

達磨寺田植踊（町指定無形民俗文化財）
　達磨寺田植踊は、200年以上前に大飢饉があった際、現在の仙台
のほうから達磨寺地区に伝わったといわれる豊作を願う踊りです。
約80年前から地区で伝承されており、現在も保存会で地域の伝統芸
能を守っています。４月22日には、満開の桜の前で披露されました。
保存会会長の亀井浩之さん（達磨寺）は「伝統を絶やさないよう、
定期的に集まり練習をしています。毎年踊りを披露するのはこの桜
まつりの時期で、地区のお祭りやお盆の時にも踊れるように準備を
しています。地区の内外を問わず、たくさんの方に見ていただき、
桜まつりと達磨寺地区を盛り上げていきたい」と話していました。

抜刀術演武
　４月23日には戸山流居合道連盟山形支部の方々
によるさまざまな技が披露され、見る人を圧倒し
ました。須貝茂信さん（達磨寺）はこの道十数年
の師範。「桜の下で多くの方に見ていただき、あ
りがたい」と話していました。

中山町重点プロジェクト報告　P2~5
消防団春季消防演習　　　　　P6~7
お知らせ版　　　　　　　　　P14~19

今月の主な内容
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「中山町版ＣＣＲＣ構想整備計画」と
「公共施設における選択と集中・再配置のための
官民連携調査」の概要をお知らせします

中山町版ＣＣＲＣ（生涯活躍のまち）構想整備計画　概要

これまでの国の動きと町の対応
　我が国は、平成20年をピークに毎年人口が減少しており、国立社会保障・人口問題研究所の推計では、今か
ら33年後には１億人を下回り、9,700万人程度となる見込みです。
　当町においても、人口減少や少子・高齢化が進行しており、それは地域経済にも影響を与え、消費市場の縮
小だけでなく、深刻な人材不足や、事業の縮小が懸念されるほか、コミュニティの縮小により地域活力の衰退
を招くなど、当町の将来に不安を抱える状況となっています。
　こうした状況に対応していくため、当町の持つ優位性をさらに高め、弱点は克服しながら、人口減少と地域
経済の縮小に歯止めをかけ、町民が住み慣れた地域で明るく元気に暮らし続けることができるよう、平成27年
度に「中山町まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定しました。

中山町版ＣＣＲＣモデル
　左記の「コンセプト・
方向性」から導き出され
る４タイプのモデルは次
のとおりです。

1　多世代交流型
2　能力活用型
3　自然・文化満喫型
4　新規就農型

「中山町まち・ひと・しごと創生総合戦略」とは
　総合戦略の中で、町の人口減少と地方創生のために取り組むべき基本目標として、次の４つをあげています。
　　①　「なかやま」の資源や立地条件を活かして雇用を創出
　　②　「なかやま」へ住もう・帰ろうの流れを創出
　　③　「なかやま」の若い世代の結婚・出産・子育ての希望を実現
　　④　「なかやま」の安全・安心な暮らしと広域連携によるまちづくりの実現
　そして、これらを達成するための重点施策を「重点プロジェクト」と位置付け、重点プロジェクトを推進す
るための具体的な施策を「主要な事業」として掲げ、平成27年度から31年度の５か年で事業展開していくこと
にしています。

ヒアリング調査結果
【事業者ヒアリング調査結果】
　•公民館や空き家などの既存施設の活用が期待される
　•自宅で住み続けたいというニーズに応える在宅医療体制の構築が必要
　•  平均収入なども踏まえ、住宅を整備した場合に入居が見込まれる人数を把握し、事業として成立する戸数

や家賃設定の検討
　•地域コミュニティ単位で小規模施設を検討　　•若い世代が住みたくなるような住宅の提供が重要
　•ＣＣＲＣで若い世代が働ける場とするための方策が必要
【関係各課・関係団体ヒアリング調査結果】
　•子ども、孫が遊びに来たくなるまち　　　•今までできなかったことにチャレンジするまち
　•自然とつながるライフスタイル　　　　　•地方でも便利な生活ができる環境
　•健康でアクティブに暮らせるまち

【これから必要なこと】
　•事業化に向けて、庁内の組織を挙げた体制整備
　•医療、福祉、介護事業者等との十分な連絡調整
　•  民間の活力を引き出す後押しの役割を発揮するための、事業主体等に対するハード・ソフト両面での多様

な町の支援
　•若年層から高齢者まで多世代の町民に受け入れられる計画

基本計画と整備計画

基
本
計
画

対象区域 都市計画法で定める市街化区域及
び市街化調整区域の一部

計画期間 平成28年度から32年度までの５年間
目標設定 移住者数　40名

ビジョン
多世代交流型、能力活用型、自然・
文化満喫型、新規就農型をベース
に立地条件や居住環境、移住希望
者の意向等を勘案したものとする

整
備
計
画

田園地域型
CCRC施設

１～２か所
①  計画規模　サービス付高齢者向け
住宅40戸程度

②  計画位置　市街化区域及び市街化
調整区域の一部

③  事業計画　建設にかかる初期費用
の低減化を図るため、町有地を対
象として、民間事業者による自然・
文化満喫型プラス能力開発型の
サービス付高齢者向け住宅を整備

「中山町版ＣＣＲＣ※（生涯活躍のまち）構想整備計画」とは
　総合戦略の主要な事業を展開するため、「平成28年度重点プロジェクト」として、国（内閣府）の採択を受けて「中
山町版ＣＣＲＣ（生涯活躍のまち）構想整備計画」策定事業を行いました。
　ＣＣＲＣ構想とは、東京圏をはじめとする地域の中高年齢者が、自らの希望に応じて、地方や「まちなか」
に移り住み、いろいろな世代の地域住民と交流しながら健康でアクティブな生活を送り、必要に応じて医療・
介護を受けることができるような地域づくりを目指すものです。
　中山町版ＣＣＲＣ構想整備計画では、平成28年度から32年度まで５年間の計画を策定しました。

「公共施設における選択と集中・再配置のための官民連携調査」とは
　総合戦略の主要事業実現のための手法を検討するために、「平成28年度重点プロジェクト」として、国（国
土交通省）の採択を受けて「公共施設における選択と集中・再配置のための官民連携調査」を行いました。
　人口減少が続く中、魅力ある未来づくりにつながるコンパクトシティを目指すとともに、公共施設の選択と、
集中・再配置による更新コストの削減と地域活性化を図るため、公共施設やスポーツ施設の集約や再配置につ
いて官民連携事業手法の調査を行ったものです。

　３月21日に、中山町政策推進会議の國方敬司会長（山形大学名誉教授）
が佐藤町長に、「中山町の重要施策について」の答申書を手渡しました。「中
山町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の基本目標達成のための重点プ
ロジェクトに関する進捗状況の確認と効果の検証、および見直しについ
て町が諮問したことに対する答申で、「進捗状況を確認したこと、およ
び見直しの必要がないこと」が今回の答申内容でした。

※Continuing Care Retirement 
　Community
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「中山町版ＣＣＲＣ構想整備計画」と
「公共施設における選択と集中・再配置のための
官民連携調査」の概要をお知らせします

中山町版ＣＣＲＣ（生涯活躍のまち）構想整備計画　概要

これまでの国の動きと町の対応
　我が国は、平成20年をピークに毎年人口が減少しており、国立社会保障・人口問題研究所の推計では、今か
ら33年後には１億人を下回り、9,700万人程度となる見込みです。
　当町においても、人口減少や少子・高齢化が進行しており、それは地域経済にも影響を与え、消費市場の縮
小だけでなく、深刻な人材不足や、事業の縮小が懸念されるほか、コミュニティの縮小により地域活力の衰退
を招くなど、当町の将来に不安を抱える状況となっています。
　こうした状況に対応していくため、当町の持つ優位性をさらに高め、弱点は克服しながら、人口減少と地域
経済の縮小に歯止めをかけ、町民が住み慣れた地域で明るく元気に暮らし続けることができるよう、平成27年
度に「中山町まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定しました。

中山町版ＣＣＲＣモデル
　左記の「コンセプト・
方向性」から導き出され
る４タイプのモデルは次
のとおりです。

1　多世代交流型
2　能力活用型
3　自然・文化満喫型
4　新規就農型

「中山町まち・ひと・しごと創生総合戦略」とは
　総合戦略の中で、町の人口減少と地方創生のために取り組むべき基本目標として、次の４つをあげています。
　　①　「なかやま」の資源や立地条件を活かして雇用を創出
　　②　「なかやま」へ住もう・帰ろうの流れを創出
　　③　「なかやま」の若い世代の結婚・出産・子育ての希望を実現
　　④　「なかやま」の安全・安心な暮らしと広域連携によるまちづくりの実現
　そして、これらを達成するための重点施策を「重点プロジェクト」と位置付け、重点プロジェクトを推進す
るための具体的な施策を「主要な事業」として掲げ、平成27年度から31年度の５か年で事業展開していくこと
にしています。

ヒアリング調査結果
【事業者ヒアリング調査結果】
　•公民館や空き家などの既存施設の活用が期待される
　•自宅で住み続けたいというニーズに応える在宅医療体制の構築が必要
　•  平均収入なども踏まえ、住宅を整備した場合に入居が見込まれる人数を把握し、事業として成立する戸数

や家賃設定の検討
　•地域コミュニティ単位で小規模施設を検討　　•若い世代が住みたくなるような住宅の提供が重要
　•ＣＣＲＣで若い世代が働ける場とするための方策が必要
【関係各課・関係団体ヒアリング調査結果】
　•子ども、孫が遊びに来たくなるまち　　　•今までできなかったことにチャレンジするまち
　•自然とつながるライフスタイル　　　　　•地方でも便利な生活ができる環境
　•健康でアクティブに暮らせるまち

【これから必要なこと】
　•事業化に向けて、庁内の組織を挙げた体制整備
　•医療、福祉、介護事業者等との十分な連絡調整
　•  民間の活力を引き出す後押しの役割を発揮するための、事業主体等に対するハード・ソフト両面での多様

な町の支援
　•若年層から高齢者まで多世代の町民に受け入れられる計画

基本計画と整備計画

基
本
計
画

対象区域 都市計画法で定める市街化区域及
び市街化調整区域の一部

計画期間 平成28年度から32年度までの５年間
目標設定 移住者数　40名

ビジョン
多世代交流型、能力活用型、自然・
文化満喫型、新規就農型をベース
に立地条件や居住環境、移住希望
者の意向等を勘案したものとする

整
備
計
画

田園地域型
CCRC施設

１～２か所
①  計画規模　サービス付高齢者向け
住宅40戸程度

②  計画位置　市街化区域及び市街化
調整区域の一部

③  事業計画　建設にかかる初期費用
の低減化を図るため、町有地を対
象として、民間事業者による自然・
文化満喫型プラス能力開発型の
サービス付高齢者向け住宅を整備

「中山町版ＣＣＲＣ※（生涯活躍のまち）構想整備計画」とは
　総合戦略の主要な事業を展開するため、「平成28年度重点プロジェクト」として、国（内閣府）の採択を受けて「中
山町版ＣＣＲＣ（生涯活躍のまち）構想整備計画」策定事業を行いました。
　ＣＣＲＣ構想とは、東京圏をはじめとする地域の中高年齢者が、自らの希望に応じて、地方や「まちなか」
に移り住み、いろいろな世代の地域住民と交流しながら健康でアクティブな生活を送り、必要に応じて医療・
介護を受けることができるような地域づくりを目指すものです。
　中山町版ＣＣＲＣ構想整備計画では、平成28年度から32年度まで５年間の計画を策定しました。

「公共施設における選択と集中・再配置のための官民連携調査」とは
　総合戦略の主要事業実現のための手法を検討するために、「平成28年度重点プロジェクト」として、国（国
土交通省）の採択を受けて「公共施設における選択と集中・再配置のための官民連携調査」を行いました。
　人口減少が続く中、魅力ある未来づくりにつながるコンパクトシティを目指すとともに、公共施設の選択と、
集中・再配置による更新コストの削減と地域活性化を図るため、公共施設やスポーツ施設の集約や再配置につ
いて官民連携事業手法の調査を行ったものです。

　３月21日に、中山町政策推進会議の國方敬司会長（山形大学名誉教授）
が佐藤町長に、「中山町の重要施策について」の答申書を手渡しました。「中
山町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の基本目標達成のための重点プ
ロジェクトに関する進捗状況の確認と効果の検証、および見直しについ
て町が諮問したことに対する答申で、「進捗状況を確認したこと、およ
び見直しの必要がないこと」が今回の答申内容でした。
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柏倉家住宅

上川原地区
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公共施設における選択と集中・再配置のための官民連携調査まとめ

事業対象検討エリア

　調査は次のような段階を経て取りまとめられました。
①  前提条件として、町の既存計画を整理し、町の可能性や事業における課
題を整理しました。
②  市場調査として、対話型のヒアリング手法を使い、地元民間企業、各種団体、
外部民間企業の意識調査を実施し、事業参画への意欲を確認しました。
③ ①と②の結果から、町にとって可能性のあるエリアマネジメントプラン
を導き出し、各事業ごとの官民連携事業のスキームを検討しました。
④  検討会、住民ワークショップ、職員勉強会を開催し、官民連携事業に関
する合意形成を図りました。
⑤  今後の事業化に向けての課題や優先順位を整理しとりまとめました。

まとめで想定されたエリアマネジメントプラン（※１）
想定エリア
マネジメン
トプラン

緊急度 事業規模・難易度

メディカル
フィットネス
を核とした健
康増進施設
整備プラン

町の人口減少と高齢
化問題があるため、
早急の課題ではない
が、重要度は高い。

中山公園やきらやか銀行総合グラウンド等、町以
外の関係者がいるため、合意形成が難しく、また
対象エリアが12.8haと広いため、事業規模は大
きくなることが想定される。

町営住宅を
核とした健
康と子育て
の地域交流
プラン

町営中原住宅は昭和
44年築であり、耐震
性に関して問題があ
ることから、早急の
対応が必要である。

現在の町営中原住宅は12戸であり、現在の町営住
宅跡地の利活用と新たな町営住宅の整備を合わせ
ても他のプランよりも事業規模は小さくなると見
込まれる。入居世帯数は１世帯であることから、
入居者の移転交渉は比較的行いやすい。

「柏倉家住
宅」等地域
資源を核と
した空き家
活用プラン

平成29年度に町の所
有となることから、
維持管理費用は全て
町が負担することに
なるため、早めの対
応が必要である。

柏倉家住宅の維持管理運営費や周辺の空き家の修
繕費の事業規模は、新たな施設を整備するよりも
低いと想定される。しかし、空き家持ち主や町内
部の合意形成のほか、これまでに行ったことがな
い事業のため難易度は高い。

中川原地区
のにぎわい
創出と子育
て応援エリ
ア化プラン

中央公民館や役場庁
舎等、老朽化した施
設があり、整備の緊
急度は高い。

想定される複合施設は、町営住宅の整備や柏倉家住
宅の活用のプランよりも事業規模が大きくなると見
込まれる。中川原地区におけるスポーツ施設を上川
原地区に移設後の事業化となるため、上川原地区の
整備が進まないと前には進まないため難易度は高い。

スポーツと
文化と産業
の拠点整備
による中山
町テーマ統
一プラン

山形県の「道の駅」
構想において、平成
32年までに道の駅を
30か所まで増設する
予定であり、町も検
討する必要がある。

近隣自治体の山形市や天童市の道の駅構想によっ
ても、町としての方向性が変わってくるため、内
部の合意形成が難しい。ただ、町の方針が定まれ
ば、事業化は行いやすい。

中山町内MAP

（※１）  人・用途・機能など多様な関係者が属する地域や施設をひとつの
まち（エリア）ととらえ、ひとつのまちの中で専任の体制により
横断的・総合的に調整しながら管理運営するための計画のこと。

「中山町版ＣＣＲＣ構想整備計画」と
「公共施設における選択と集中・再配置のための官民連携調査」の概要をお知らせします

町内の現状と課題

市場調査の状況

項目 現　　　　　　状 課　　　　　題 対　　　　　策
人
口
動
向

・    ５年前と比較して、長崎地区では人口が96.6％、豊田地区では
93.1％と減少しており、長崎地区に比べ豊田地区は減少が深刻化
している。

・  検討対象エリアである長崎地区に公共施設
の一極集中を行った場合、さらに豊田地区
の過疎化が進む可能性がある。

・  長崎地区のみならず、豊田地区の住民に対しても均一
的に公共サービスが提供できるよう、交通アクセス等
利便性や公共サービスの提供方法に関して検討が必要
である。

地
域
資
源

・  最上川では江戸時代に舟運が盛んであり、その舟運にまつわる「芋
煮会」は中山町が発祥とされている。

・  県指定文化財の「柏倉九左衛門家」や国指定の民俗資料「岩谷
十八夜観音庶民信仰資料」等、文化的な資源がある。

・  地域資源の町内外での認知度が低く、うま
く活用されていない。

・  市場調査やワークショップ（※２）等で、民間事業者
や住民の意見を聞き、住民が地域資源の活用に関心を
持ち、住民が主体となって事業に参画できるよう事業
スキームを検討する。

商
圏
分
析

・  当町の人口は約11,000人であるが、ドライブタイム（※１）20分
での商圏人口は約65,000人であり、日常的な行動時間で十分な商
圏人口を獲得することができる。

・  ドライブタイム20分で、山形市や天童市、寒河江市にアクセスす
ることができ、立地条件としては整っている。

・  商圏内には50代から60代の年齢層が最も多いため、事業内容とし
ては、高齢者をターゲットとした事業の場合、想定見込み客が多
くなる。

・  周辺自治体へのアクセスが良すぎるため、
途中通過点である中山町のサービス利用は
徹底した差別化をしないと難しい。

・  事業の内容によって、事業の商圏がバッティ
ングする可能性があり、利用客が見込めな
い場合がある。

・  提供サービスに関しては、周辺自治体と徹底して差別
化した内容が必要である。

・  競合となる同業種・類似業種の施設の利用状況や立地
条件も併せて調べる必要があり、それにより事業の採
算の目途を立てていく。

周
辺
環
境

・  道路に関しては、周辺市町村とアクセスしやすい環境であり、周
辺市町村からの利用を見込める。

・  ＪＲの羽前長崎駅は今回の検討対象エリアから車で約３分とアク
セスしやすいとは言い難い。

・  公共施設に関しては、本業務で検討対象となっている公共施設以
外にも老朽化が懸念される施設が多数ある。

・  自動車以外での検討対象エリアへのアクセ
スが厳しい。

・  現状、公共施設によって建設年数が異なり、
一概に公共サービスの機能のみで再編の検
討ができない。

・  過去にも羽前長崎駅の移設に関して検討したことがあっ
たが、今後、事業化を進めるうえで、町外からのＪＲ

　  を利用した客層も見込む場合は、再度羽前長崎駅の移
設についても検討する。

・  提供する公共サービスの内容や事業内容によって、検
討対象施設以外の施設の複合化や再編も検討範囲に含
める必要がある。

法
律
・

制
度

・  今回の検討対象エリアである上川原地区は市街化調整区域に定め
られている。

・  市街化調整区域における開発もしくは建築
行為は、都市計画法により規制されており、
山形県知事の開発許可が必要である。

・  事業の目的と必要性を明確にしたうえで、村山総合支
庁建設部建築課との協議を行っていく。

現状と課題 今後の対策

①  現在検討し
ている再配
置事業の可
能性

・  上川原地区の事業地ではスペースが狭く、中途半端な事業になる可能性がある。
・  町民や議会の合意形成が難しい。
・  事業の採算が見込めない。
・  羽前長崎駅と対象エリアの交通利便性が悪い。役場の交通アクセス等、立地適
正に関する検討を行う。
・  対象施設の移設による豊田エリアの過疎化の進行。
・  本事業の他市町村との差別化。
・  観光コンテンツ（※１）が少ない。
・  事業で新しく公共施設を整備するのも良いが、まずは今ある施設の利活用をしっ
かりと検討すべきである。

・  事業規模と内容の検討。
・  役場職員や議会に対する勉強会や住民ワークショップ、情報公開による合意形
成の推進。

・  駅の利便性が悪いことから、上川原地区周辺への駅の移設の可能性の検討。
・  周辺地区の空き家や遊休不動産、歴史文化資源を活用した付帯事業を実施する

　  ことにより、周辺地域への集客や定住促進によるエリア内の人口増加事業等の
エリアマネジメントの可能性の検討。

・  既存施設で利活用できるものと整備が必要なものの優先順位を明確にする。

②  検討事業に
おける民間
事業者の参
画意欲

【町内事業者】
・  前向きに参画を検討したいが、事業規模により、担えない部分もある。
・  ＰＦＩ事業を行う際、全てを地元事業者が請け負うことは難しい。
・  興味はあるが、官民連携手法などに対して知識がないため、検討が難しい。
【町外事業者】
・  町のサポートの内容次第で、参画検討が変わる。
・  町内事業者と連携して事業を推進できる仕組みづくり。
・  本事業をビジネスチャンスと捉える町外事業者の発掘。
・  収益性がどの程度見込めるか具体的に検討する必要がある。

・  町内事業者を対象とした官民連携事業に関する勉強会の企画・実施。官民連携
事業に馴染みのない事業者の官民連携に関する知識と理解及び本事業への参画
意欲の醸成。

・  町外の民間事業者と役割分担をして協働できる事業スキームの検討。
・  町外事業者にとっても魅力的な事業スキームや町からのサポート体制、インセ
ンティブ（※２）の検討。

・  民間事業者が収益を見込みやすい自主事業等の自由度の拡大。

③  中山町の地
域資源の活
用

・  中山町は温泉等の自然資源が多数あるが、山形県内の他市町村においても同種
同様の地域資源があり、それぞれＰＲしているため差別化が課題。
・  柏倉家住宅は都市計画区域において、市街化調整区域のため、観光資源として
の活用に制約がある。

・  今後のヒアリング調査では引き続き、活用の可能性と本体事業である再配置事
業とどのように連動できるか等の事業規模と事業内容について検討をする。

・  山形県へのヒアリングや協議を通じて、市街化調整区域の開発許可の妥当性を
探る。

④  中山町と町
内公共施設
の現状

・  独自性を出した取り組みが少なく、ＰＲと差別化に関する取り組みが弱い。
・  公共施設同士が連携し、効率の良い公共サービスを提供できていない。
・  町のまちづくりに対する姿勢が不明確なため、町内事業者の参画の足かせになっ
ている。
・  職員や町民が義務的ではなく、自発的に動きたくなるまちづくり。

・  民間事業者及び公共施設管理者と利用者へのヒアリング調査結果を基に独自性
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・  役場職員や町内事業者向けに官民連携事業に関する勉強会を企画・実施し、官
民連携の土壌を醸成する等の取り組みを進めていく。

・  ワークショップの開催などを通じて、まちづくりに意欲のある人たちが動くきっ
かけづくりを行う。

（※１）内容物、中身。　（※２）企業や組織、人に対して行動を促す動機付けのこと。

（※１）中山町役場を中心として、車で走行した商圏範囲のこと。　（※２）多様な人たちが主体的に参加し、チームの相互作用を通じて新しい創造と学習を生み出す場。
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している。

・  検討対象エリアである長崎地区に公共施設
の一極集中を行った場合、さらに豊田地区
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持ち、住民が主体となって事業に参画できるよう事業
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での商圏人口は約65,000人であり、日常的な行動時間で十分な商
圏人口を獲得することができる。

・  ドライブタイム20分で、山形市や天童市、寒河江市にアクセスす
ることができ、立地条件としては整っている。

・  商圏内には50代から60代の年齢層が最も多いため、事業内容とし
ては、高齢者をターゲットとした事業の場合、想定見込み客が多
くなる。

・  周辺自治体へのアクセスが良すぎるため、
途中通過点である中山町のサービス利用は
徹底した差別化をしないと難しい。

・  事業の内容によって、事業の商圏がバッティ
ングする可能性があり、利用客が見込めな
い場合がある。
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化した内容が必要である。
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セスしやすいとは言い難い。

・  公共施設に関しては、本業務で検討対象となっている公共施設以
外にも老朽化が懸念される施設が多数ある。

・  自動車以外での検討対象エリアへのアクセ
スが厳しい。

・  現状、公共施設によって建設年数が異なり、
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討ができない。
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たが、今後、事業化を進めるうえで、町外からのＪＲ

　  を利用した客層も見込む場合は、再度羽前長崎駅の移
設についても検討する。

・  提供する公共サービスの内容や事業内容によって、検
討対象施設以外の施設の複合化や再編も検討範囲に含
める必要がある。
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られている。

・  市街化調整区域における開発もしくは建築
行為は、都市計画法により規制されており、
山形県知事の開発許可が必要である。

・  事業の目的と必要性を明確にしたうえで、村山総合支
庁建設部建築課との協議を行っていく。

現状と課題 今後の対策

①  現在検討し
ている再配
置事業の可
能性

・  上川原地区の事業地ではスペースが狭く、中途半端な事業になる可能性がある。
・  町民や議会の合意形成が難しい。
・  事業の採算が見込めない。
・  羽前長崎駅と対象エリアの交通利便性が悪い。役場の交通アクセス等、立地適
正に関する検討を行う。

・  対象施設の移設による豊田エリアの過疎化の進行。
・  本事業の他市町村との差別化。
・  観光コンテンツ（※１）が少ない。
・  事業で新しく公共施設を整備するのも良いが、まずは今ある施設の利活用をしっ
かりと検討すべきである。

・  事業規模と内容の検討。
・  役場職員や議会に対する勉強会や住民ワークショップ、情報公開による合意形
成の推進。
・  駅の利便性が悪いことから、上川原地区周辺への駅の移設の可能性の検討。
・  周辺地区の空き家や遊休不動産、歴史文化資源を活用した付帯事業を実施する

　  ことにより、周辺地域への集客や定住促進によるエリア内の人口増加事業等の
エリアマネジメントの可能性の検討。
・  既存施設で利活用できるものと整備が必要なものの優先順位を明確にする。

②  検討事業に
おける民間
事業者の参
画意欲

【町内事業者】
・  前向きに参画を検討したいが、事業規模により、担えない部分もある。
・  ＰＦＩ事業を行う際、全てを地元事業者が請け負うことは難しい。
・  興味はあるが、官民連携手法などに対して知識がないため、検討が難しい。
【町外事業者】
・  町のサポートの内容次第で、参画検討が変わる。
・  町内事業者と連携して事業を推進できる仕組みづくり。
・  本事業をビジネスチャンスと捉える町外事業者の発掘。
・  収益性がどの程度見込めるか具体的に検討する必要がある。

・  町内事業者を対象とした官民連携事業に関する勉強会の企画・実施。官民連携
事業に馴染みのない事業者の官民連携に関する知識と理解及び本事業への参画
意欲の醸成。
・  町外の民間事業者と役割分担をして協働できる事業スキームの検討。
・  町外事業者にとっても魅力的な事業スキームや町からのサポート体制、インセ
ンティブ（※２）の検討。
・  民間事業者が収益を見込みやすい自主事業等の自由度の拡大。

③  中山町の地
域資源の活
用

・  中山町は温泉等の自然資源が多数あるが、山形県内の他市町村においても同種
同様の地域資源があり、それぞれＰＲしているため差別化が課題。

・  柏倉家住宅は都市計画区域において、市街化調整区域のため、観光資源として
の活用に制約がある。

・  今後のヒアリング調査では引き続き、活用の可能性と本体事業である再配置事
業とどのように連動できるか等の事業規模と事業内容について検討をする。
・  山形県へのヒアリングや協議を通じて、市街化調整区域の開発許可の妥当性を
探る。

④  中山町と町
内公共施設
の現状

・  独自性を出した取り組みが少なく、ＰＲと差別化に関する取り組みが弱い。
・  公共施設同士が連携し、効率の良い公共サービスを提供できていない。
・  町のまちづくりに対する姿勢が不明確なため、町内事業者の参画の足かせになっ
ている。

・  職員や町民が義務的ではなく、自発的に動きたくなるまちづくり。

・  民間事業者及び公共施設管理者と利用者へのヒアリング調査結果を基に独自性
や差別化についても事業内容を検討していく。
・  役場職員や町内事業者向けに官民連携事業に関する勉強会を企画・実施し、官
民連携の土壌を醸成する等の取り組みを進めていく。
・  ワークショップの開催などを通じて、まちづくりに意欲のある人たちが動くきっ
かけづくりを行う。

（※１）内容物、中身。　（※２）企業や組織、人に対して行動を促す動機付けのこと。

（※１）中山町役場を中心として、車で走行した商圏範囲のこと。　（※２）多様な人たちが主体的に参加し、チームの相互作用を通じて新しい創造と学習を生み出す場。
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豊田地区多目的
集会施設　 村山豊田郵便局
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斎場

中山中学校

中山緑地公園

ひまわり温泉
「ゆ・ら・ら」
総合体育館
スパーク中山
町立図書館「ほんわ館」

歴史民俗資料館
中央公民館
中山町商工会
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最上川
最上川
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防災センター
中原

工業団地
テニスコート
町民プール

町民グラウンド

なかやま虹の丘

なかやま
西部工業団地

荘銀・日新
スタジアム

保健福祉センター
中山ひまわり荘
なかやま保育園
子育て支援センター

豊田小学校

柏倉家住宅

上川原地区

中川原地区

公共施設における選択と集中・再配置のための官民連携調査まとめ

事業対象検討エリア

　調査は次のような段階を経て取りまとめられました。
①  前提条件として、町の既存計画を整理し、町の可能性や事業における課
題を整理しました。
②  市場調査として、対話型のヒアリング手法を使い、地元民間企業、各種団体、
外部民間企業の意識調査を実施し、事業参画への意欲を確認しました。
③ ①と②の結果から、町にとって可能性のあるエリアマネジメントプラン
を導き出し、各事業ごとの官民連携事業のスキームを検討しました。
④  検討会、住民ワークショップ、職員勉強会を開催し、官民連携事業に関
する合意形成を図りました。
⑤  今後の事業化に向けての課題や優先順位を整理しとりまとめました。

まとめで想定されたエリアマネジメントプラン（※１）
想定エリア
マネジメン
トプラン

緊急度 事業規模・難易度

メディカル
フィットネス
を核とした健
康増進施設
整備プラン

町の人口減少と高齢
化問題があるため、
早急の課題ではない
が、重要度は高い。

中山公園やきらやか銀行総合グラウンド等、町以
外の関係者がいるため、合意形成が難しく、また
対象エリアが12.8haと広いため、事業規模は大
きくなることが想定される。

町営住宅を
核とした健
康と子育て
の地域交流
プラン

町営中原住宅は昭和
44年築であり、耐震
性に関して問題があ
ることから、早急の
対応が必要である。

現在の町営中原住宅は12戸であり、現在の町営住
宅跡地の利活用と新たな町営住宅の整備を合わせ
ても他のプランよりも事業規模は小さくなると見
込まれる。入居世帯数は１世帯であることから、
入居者の移転交渉は比較的行いやすい。

「柏倉家住
宅」等地域
資源を核と
した空き家
活用プラン

平成29年度に町の所
有となることから、
維持管理費用は全て
町が負担することに
なるため、早めの対
応が必要である。

柏倉家住宅の維持管理運営費や周辺の空き家の修
繕費の事業規模は、新たな施設を整備するよりも
低いと想定される。しかし、空き家持ち主や町内
部の合意形成のほか、これまでに行ったことがな
い事業のため難易度は高い。

中川原地区
のにぎわい
創出と子育
て応援エリ
ア化プラン

中央公民館や役場庁
舎等、老朽化した施
設があり、整備の緊
急度は高い。

想定される複合施設は、町営住宅の整備や柏倉家住
宅の活用のプランよりも事業規模が大きくなると見
込まれる。中川原地区におけるスポーツ施設を上川
原地区に移設後の事業化となるため、上川原地区の
整備が進まないと前には進まないため難易度は高い。

スポーツと
文化と産業
の拠点整備
による中山
町テーマ統
一プラン

山形県の「道の駅」
構想において、平成
32年までに道の駅を
30か所まで増設する
予定であり、町も検
討する必要がある。

近隣自治体の山形市や天童市の道の駅構想によっ
ても、町としての方向性が変わってくるため、内
部の合意形成が難しい。ただ、町の方針が定まれ
ば、事業化は行いやすい。

中山町内MAP

（※１）  人・用途・機能など多様な関係者が属する地域や施設をひとつの
まち（エリア）ととらえ、ひとつのまちの中で専任の体制により
横断的・総合的に調整しながら管理運営するための計画のこと。

「中山町版ＣＣＲＣ構想整備計画」と
「公共施設における選択と集中・再配置のための官民連携調査」の概要をお知らせします

町内の現状と課題

市場調査の状況

項目 現　　　　　　状 課　　　　　題 対　　　　　策
人
口
動
向

・    ５年前と比較して、長崎地区では人口が96.6％、豊田地区では
93.1％と減少しており、長崎地区に比べ豊田地区は減少が深刻化
している。

・  検討対象エリアである長崎地区に公共施設
の一極集中を行った場合、さらに豊田地区
の過疎化が進む可能性がある。

・  長崎地区のみならず、豊田地区の住民に対しても均一
的に公共サービスが提供できるよう、交通アクセス等
利便性や公共サービスの提供方法に関して検討が必要
である。

地
域
資
源

・  最上川では江戸時代に舟運が盛んであり、その舟運にまつわる「芋
煮会」は中山町が発祥とされている。

・  県指定文化財の「柏倉九左衛門家」や国指定の民俗資料「岩谷
十八夜観音庶民信仰資料」等、文化的な資源がある。

・  地域資源の町内外での認知度が低く、うま
く活用されていない。

・  市場調査やワークショップ（※２）等で、民間事業者
や住民の意見を聞き、住民が地域資源の活用に関心を
持ち、住民が主体となって事業に参画できるよう事業
スキームを検討する。

商
圏
分
析

・  当町の人口は約11,000人であるが、ドライブタイム（※１）20分
での商圏人口は約65,000人であり、日常的な行動時間で十分な商
圏人口を獲得することができる。

・  ドライブタイム20分で、山形市や天童市、寒河江市にアクセスす
ることができ、立地条件としては整っている。

・  商圏内には50代から60代の年齢層が最も多いため、事業内容とし
ては、高齢者をターゲットとした事業の場合、想定見込み客が多
くなる。

・  周辺自治体へのアクセスが良すぎるため、
途中通過点である中山町のサービス利用は
徹底した差別化をしないと難しい。

・  事業の内容によって、事業の商圏がバッティ
ングする可能性があり、利用客が見込めな
い場合がある。

・  提供サービスに関しては、周辺自治体と徹底して差別
化した内容が必要である。

・  競合となる同業種・類似業種の施設の利用状況や立地
条件も併せて調べる必要があり、それにより事業の採
算の目途を立てていく。

周
辺
環
境

・  道路に関しては、周辺市町村とアクセスしやすい環境であり、周
辺市町村からの利用を見込める。

・  ＪＲの羽前長崎駅は今回の検討対象エリアから車で約３分とアク
セスしやすいとは言い難い。

・  公共施設に関しては、本業務で検討対象となっている公共施設以
外にも老朽化が懸念される施設が多数ある。

・  自動車以外での検討対象エリアへのアクセ
スが厳しい。

・  現状、公共施設によって建設年数が異なり、
一概に公共サービスの機能のみで再編の検
討ができない。

・  過去にも羽前長崎駅の移設に関して検討したことがあっ
たが、今後、事業化を進めるうえで、町外からのＪＲ

　  を利用した客層も見込む場合は、再度羽前長崎駅の移
設についても検討する。

・  提供する公共サービスの内容や事業内容によって、検
討対象施設以外の施設の複合化や再編も検討範囲に含
める必要がある。

法
律
・

制
度

・  今回の検討対象エリアである上川原地区は市街化調整区域に定め
られている。

・  市街化調整区域における開発もしくは建築
行為は、都市計画法により規制されており、
山形県知事の開発許可が必要である。

・  事業の目的と必要性を明確にしたうえで、村山総合支
庁建設部建築課との協議を行っていく。

現状と課題 今後の対策

①  現在検討し
ている再配
置事業の可
能性

・  上川原地区の事業地ではスペースが狭く、中途半端な事業になる可能性がある。
・  町民や議会の合意形成が難しい。
・  事業の採算が見込めない。
・  羽前長崎駅と対象エリアの交通利便性が悪い。役場の交通アクセス等、立地適
正に関する検討を行う。
・  対象施設の移設による豊田エリアの過疎化の進行。
・  本事業の他市町村との差別化。
・  観光コンテンツ（※１）が少ない。
・  事業で新しく公共施設を整備するのも良いが、まずは今ある施設の利活用をしっ
かりと検討すべきである。

・  事業規模と内容の検討。
・  役場職員や議会に対する勉強会や住民ワークショップ、情報公開による合意形
成の推進。

・  駅の利便性が悪いことから、上川原地区周辺への駅の移設の可能性の検討。
・  周辺地区の空き家や遊休不動産、歴史文化資源を活用した付帯事業を実施する

　  ことにより、周辺地域への集客や定住促進によるエリア内の人口増加事業等の
エリアマネジメントの可能性の検討。

・  既存施設で利活用できるものと整備が必要なものの優先順位を明確にする。

②  検討事業に
おける民間
事業者の参
画意欲

【町内事業者】
・  前向きに参画を検討したいが、事業規模により、担えない部分もある。
・  ＰＦＩ事業を行う際、全てを地元事業者が請け負うことは難しい。
・  興味はあるが、官民連携手法などに対して知識がないため、検討が難しい。
【町外事業者】
・  町のサポートの内容次第で、参画検討が変わる。
・  町内事業者と連携して事業を推進できる仕組みづくり。
・  本事業をビジネスチャンスと捉える町外事業者の発掘。
・  収益性がどの程度見込めるか具体的に検討する必要がある。

・  町内事業者を対象とした官民連携事業に関する勉強会の企画・実施。官民連携
事業に馴染みのない事業者の官民連携に関する知識と理解及び本事業への参画
意欲の醸成。

・  町外の民間事業者と役割分担をして協働できる事業スキームの検討。
・  町外事業者にとっても魅力的な事業スキームや町からのサポート体制、インセ
ンティブ（※２）の検討。

・  民間事業者が収益を見込みやすい自主事業等の自由度の拡大。

③  中山町の地
域資源の活
用

・  中山町は温泉等の自然資源が多数あるが、山形県内の他市町村においても同種
同様の地域資源があり、それぞれＰＲしているため差別化が課題。
・  柏倉家住宅は都市計画区域において、市街化調整区域のため、観光資源として
の活用に制約がある。

・  今後のヒアリング調査では引き続き、活用の可能性と本体事業である再配置事
業とどのように連動できるか等の事業規模と事業内容について検討をする。

・  山形県へのヒアリングや協議を通じて、市街化調整区域の開発許可の妥当性を
探る。

④  中山町と町
内公共施設
の現状

・  独自性を出した取り組みが少なく、ＰＲと差別化に関する取り組みが弱い。
・  公共施設同士が連携し、効率の良い公共サービスを提供できていない。
・  町のまちづくりに対する姿勢が不明確なため、町内事業者の参画の足かせになっ
ている。
・  職員や町民が義務的ではなく、自発的に動きたくなるまちづくり。

・  民間事業者及び公共施設管理者と利用者へのヒアリング調査結果を基に独自性
や差別化についても事業内容を検討していく。

・  役場職員や町内事業者向けに官民連携事業に関する勉強会を企画・実施し、官
民連携の土壌を醸成する等の取り組みを進めていく。

・  ワークショップの開催などを通じて、まちづくりに意欲のある人たちが動くきっ
かけづくりを行う。

（※１）内容物、中身。　（※２）企業や組織、人に対して行動を促す動機付けのこと。

（※１）中山町役場を中心として、車で走行した商圏範囲のこと。　（※２）多様な人たちが主体的に参加し、チームの相互作用を通じて新しい創造と学習を生み出す場。

町内の現状と課題

市場調査の状況

項目 現　　　　　　状 課　　　　　題 対　　　　　策
人
口
動
向

・    ５年前と比較して、長崎地区では人口が96.6％、豊田地区では
93.1％と減少しており、長崎地区に比べ豊田地区は減少が深刻化
している。

・  検討対象エリアである長崎地区に公共施設
の一極集中を行った場合、さらに豊田地区
の過疎化が進む可能性がある。

・  長崎地区のみならず、豊田地区の住民に対しても均一
的に公共サービスが提供できるよう、交通アクセス等
利便性や公共サービスの提供方法に関して検討が必要
である。

地
域
資
源

・  最上川では江戸時代に舟運が盛んであり、その舟運にまつわる「芋
煮会」は中山町が発祥とされている。

・  県指定文化財の「柏倉九左衛門家」や国指定の民俗資料「岩谷
十八夜観音庶民信仰資料」等、文化的な資源がある。

・  地域資源の町内外での認知度が低く、うま
く活用されていない。

・  市場調査やワークショップ（※２）等で、民間事業者
や住民の意見を聞き、住民が地域資源の活用に関心を
持ち、住民が主体となって事業に参画できるよう事業
スキームを検討する。

商
圏
分
析

・  当町の人口は約11,000人であるが、ドライブタイム（※１）20分
での商圏人口は約65,000人であり、日常的な行動時間で十分な商
圏人口を獲得することができる。

・  ドライブタイム20分で、山形市や天童市、寒河江市にアクセスす
ることができ、立地条件としては整っている。

・  商圏内には50代から60代の年齢層が最も多いため、事業内容とし
ては、高齢者をターゲットとした事業の場合、想定見込み客が多
くなる。

・  周辺自治体へのアクセスが良すぎるため、
途中通過点である中山町のサービス利用は
徹底した差別化をしないと難しい。

・  事業の内容によって、事業の商圏がバッティ
ングする可能性があり、利用客が見込めな
い場合がある。

・  提供サービスに関しては、周辺自治体と徹底して差別
化した内容が必要である。
・  競合となる同業種・類似業種の施設の利用状況や立地
条件も併せて調べる必要があり、それにより事業の採
算の目途を立てていく。

周
辺
環
境

・  道路に関しては、周辺市町村とアクセスしやすい環境であり、周
辺市町村からの利用を見込める。

・  ＪＲの羽前長崎駅は今回の検討対象エリアから車で約３分とアク
セスしやすいとは言い難い。

・  公共施設に関しては、本業務で検討対象となっている公共施設以
外にも老朽化が懸念される施設が多数ある。

・  自動車以外での検討対象エリアへのアクセ
スが厳しい。

・  現状、公共施設によって建設年数が異なり、
一概に公共サービスの機能のみで再編の検
討ができない。

・  過去にも羽前長崎駅の移設に関して検討したことがあっ
たが、今後、事業化を進めるうえで、町外からのＪＲ

　  を利用した客層も見込む場合は、再度羽前長崎駅の移
設についても検討する。
・  提供する公共サービスの内容や事業内容によって、検
討対象施設以外の施設の複合化や再編も検討範囲に含
める必要がある。

法
律
・

制
度

・  今回の検討対象エリアである上川原地区は市街化調整区域に定め
られている。

・  市街化調整区域における開発もしくは建築
行為は、都市計画法により規制されており、
山形県知事の開発許可が必要である。

・  事業の目的と必要性を明確にしたうえで、村山総合支
庁建設部建築課との協議を行っていく。

現状と課題 今後の対策

①  現在検討し
ている再配
置事業の可
能性

・  上川原地区の事業地ではスペースが狭く、中途半端な事業になる可能性がある。
・  町民や議会の合意形成が難しい。
・  事業の採算が見込めない。
・  羽前長崎駅と対象エリアの交通利便性が悪い。役場の交通アクセス等、立地適
正に関する検討を行う。

・  対象施設の移設による豊田エリアの過疎化の進行。
・  本事業の他市町村との差別化。
・  観光コンテンツ（※１）が少ない。
・  事業で新しく公共施設を整備するのも良いが、まずは今ある施設の利活用をしっ
かりと検討すべきである。

・  事業規模と内容の検討。
・  役場職員や議会に対する勉強会や住民ワークショップ、情報公開による合意形
成の推進。
・  駅の利便性が悪いことから、上川原地区周辺への駅の移設の可能性の検討。
・  周辺地区の空き家や遊休不動産、歴史文化資源を活用した付帯事業を実施する

　  ことにより、周辺地域への集客や定住促進によるエリア内の人口増加事業等の
エリアマネジメントの可能性の検討。
・  既存施設で利活用できるものと整備が必要なものの優先順位を明確にする。

②  検討事業に
おける民間
事業者の参
画意欲

【町内事業者】
・  前向きに参画を検討したいが、事業規模により、担えない部分もある。
・  ＰＦＩ事業を行う際、全てを地元事業者が請け負うことは難しい。
・  興味はあるが、官民連携手法などに対して知識がないため、検討が難しい。
【町外事業者】
・  町のサポートの内容次第で、参画検討が変わる。
・  町内事業者と連携して事業を推進できる仕組みづくり。
・  本事業をビジネスチャンスと捉える町外事業者の発掘。
・  収益性がどの程度見込めるか具体的に検討する必要がある。

・  町内事業者を対象とした官民連携事業に関する勉強会の企画・実施。官民連携
事業に馴染みのない事業者の官民連携に関する知識と理解及び本事業への参画
意欲の醸成。
・  町外の民間事業者と役割分担をして協働できる事業スキームの検討。
・  町外事業者にとっても魅力的な事業スキームや町からのサポート体制、インセ
ンティブ（※２）の検討。
・  民間事業者が収益を見込みやすい自主事業等の自由度の拡大。

③  中山町の地
域資源の活
用

・  中山町は温泉等の自然資源が多数あるが、山形県内の他市町村においても同種
同様の地域資源があり、それぞれＰＲしているため差別化が課題。

・  柏倉家住宅は都市計画区域において、市街化調整区域のため、観光資源として
の活用に制約がある。

・  今後のヒアリング調査では引き続き、活用の可能性と本体事業である再配置事
業とどのように連動できるか等の事業規模と事業内容について検討をする。
・  山形県へのヒアリングや協議を通じて、市街化調整区域の開発許可の妥当性を
探る。

④  中山町と町
内公共施設
の現状

・  独自性を出した取り組みが少なく、ＰＲと差別化に関する取り組みが弱い。
・  公共施設同士が連携し、効率の良い公共サービスを提供できていない。
・  町のまちづくりに対する姿勢が不明確なため、町内事業者の参画の足かせになっ
ている。

・  職員や町民が義務的ではなく、自発的に動きたくなるまちづくり。

・  民間事業者及び公共施設管理者と利用者へのヒアリング調査結果を基に独自性
や差別化についても事業内容を検討していく。
・  役場職員や町内事業者向けに官民連携事業に関する勉強会を企画・実施し、官
民連携の土壌を醸成する等の取り組みを進めていく。
・  ワークショップの開催などを通じて、まちづくりに意欲のある人たちが動くきっ
かけづくりを行う。

（※１）内容物、中身。　（※２）企業や組織、人に対して行動を促す動機付けのこと。

（※１）中山町役場を中心として、車で走行した商圏範囲のこと。　（※２）多様な人たちが主体的に参加し、チームの相互作用を通じて新しい創造と学習を生み出す場。
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消
防
団
春
季
消
防
演
習

　
４
月
23
日
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
主
会
場
に

し
て
、
中
山
町
消
防
団
の
春
季
消
防
演
習
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
演
習
に
は
、
消
防
団
員
２
９
０

名
、
本
部
車
１
台
、
ポ
ン
プ
車
４
台
、
積
載
車

８
台
が
参
加
し
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露

し
ま
し
た
。

　
演
習
は
放
水
訓
練
か
ら
始
ま
り
、佐
藤
町
長
、

秋
葉
団
長
ら
に
よ
る
観
閲
、中
隊
・
小
隊
訓
練
、

分
列
行
進
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
団
員
の
皆

さ
ん
は
、
各
訓
練
で
、
き
び
き
び
と
し
た
動
き

を
見
せ
て
い
た
ほ
か
、
分
列
行
進
で
は
力
強
く

整
然
と
し
た
姿
を
披
露
し
、
来
賓
や
観
客
席
で

見
守
る
町
民
に
防
火
・
防
災
へ
向
け
た
決
意
を

示
し
ま
し
た
。

　
訓
練
に
続
き
開
催
さ
れ
た
式
典
で
は
、
佐
藤

町
長
が
「
町
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、

地
域
防
災
の
要
と
し
て
さ
ら
な
る
活
躍
を
お
願

い
し
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
秋
葉
団
長
か

ら
は
「
い
ざ
と
い
う
と
き
、
迅
速
か
つ
的
確
な

対
応
が
で
き
る
よ
う
日
頃
か
ら
訓
練
し
、
町
民

の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
消
防
団
と
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
消
防
活
動
に
功
労
の
あ
っ
た
方
々
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
表
彰
者
は
、
次
の

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
（
敬
称
略
）。

放水訓練 日本消防協会から表彰を受けた女性消防隊の皆さん

◆
消
防
庁
長
官
報
償
・
表
彰

　

退
団
者
（
15
年
以
上
在
籍
）

　
　
元
分
団
長 

髙
橋　
徹

　
　
元
分
団
長 

鈴
木　
勲

　
　
元
副
分
団
長 

柴
田
敏
行

　
　
元
部
長 

鈴
木　
吾

　
　
元
班
長 

齋
藤
秀
弘

　
　
元
班
長 

東
海
林
宏
則

　
　
元
班
長 

今
田
政
博

　
　
元
団
員 

多
田
直
晶

　
　
元
団
員 

長
岡
祐
也

　
　
元
団
員 

國
井
崇
正

　
　
元
団
員 

秋
葉
大
輔

　
　
元
団
員 

秋
葉
章
久

◆
山
形
県
知
事
表
彰

　

特
別
功
労
章

　
　
第
１
分
団
第
２
分
団
員 

今
野
清
俊

　
　
第
５
分
団
第
２
分
団
員 

丹
野
隆
雅

　

功
労
章

　
　
第
１
分
団
第
１
部
長 

佐
竹　
修

　
　
第
４
分
団
第
３
部
班
長 

渡
辺
陽
介

　
　
第
２
分
団
第
２
分
団
員 

鈴
木
勝
則

　

功
績
章

　
　
第
１
分
団
第
２
部
班
長 

青
柳
秀
彦

　
　
第
２
分
団
第
２
分
団
員 

山
本
寛
之

　
　
第
４
分
団
第
３
部
団
員 

佐
東
康
平

　
　
第
５
分
団
第
２
分
団
員 

丹
野
徹
也

　

精
練
章

　
　
第
２
分
団
第
１
部
団
員 

細
谷
善
一

　
　
第
３
分
団
第
１
部
団
員 

白
田
貴
之

　
　
第
４
分
団
第
３
部
団
員 

穂
積
隆
史

　
　
第
５
分
団
第
１
部
団
員 

西
塔
弘
昌

◆
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

　
優
良
婦
人
消
防
隊

 

中
山
町
消
防
団
女
性
消
防
隊

　
功
績
章

　
　
分
団
長 

富
田
清
隆

　
精
績
章

　
　
分
団
長 

武
田
公
智

◆
山
形
県
消
防
協
会
長
表
彰

　
優
良
章

　
　
第
５
分
団
第
２
部
班
長 

鈴
木　
彰

　
　
第
２
分
団
第
１
部
団
員 

武
田　
篤

　
　
第
２
分
団
第
２
部
団
員 

今
井
直
明

　
　
第
３
分
団
第
２
部
団
員 

秋
葉
勝
義

　
　
第
５
分
団
第
２
部
団
員 

森
谷
崇
史

　
　
女
性
消
防
隊
団
員 

中
村
智
子

　
　
女
性
消
防
隊
団
員 

古
川
知
子

　
永
年
勤
続
章

　
30
年　
　

　
　
分
団
長 

秋
葉
和
則

　
　
分
団
長 

工
藤
長
信

　
20
年

　
　
第
２
分
団
第
１
部
団
員 

齋
藤
泰
宏

　
　
第
２
分
団
第
１
部
団
員 

佐
藤
和
久

　
　
第
５
分
団
第
２
部
団
員 

丹
野
隆
雅

　
15
年

　
　
第
３
分
団
第
２
部
長 

秋
葉
良
久

　
　
第
２
分
団
第
２
部
班
長 

今
井
直
明

　
　
第
３
分
団
第
１
部
班
長 

小
松
佳
明

　
　
第
２
分
団
第
１
部
団
員 

夛
田
善
浩

　
　
第
２
分
団
第
１
部
団
員 

武
田　
篤

　
　
第
２
分
団
第
２
部
団
員 

鈴
木
勝
則

　
　
第
２
分
団
第
２
部
団
員 

山
本
寛
行

　
　
第
４
分
団
第
２
部
団
員 

井
上
陽
一

　
　
第
４
分
団
第
３
部
団
員 

穂
積
隆
史

　
　
第
５
分
団
第
２
部
団
員 

丹
野
徹
也

◆
山
形
県
消
防
協
会

　
　
　
　
東
南
村
山
支
部
長
表
彰

　
竿
頭
綬 

第
４
分
団

　
銀
条
章 

第
５
分
団
第
１
部

　
優
良
章

　
　
第
１
分
団
第
１
部
団
員 

今
井
達
哉

　
　
第
２
分
団
第
１
部
団
員 

多
田
健
一

　
　
第
２
分
団
第
２
部
団
員 

丸
子
良
太

　
　
第
３
分
団
第
１
部
団
員 

白
田
貴
之

　
　
第
３
分
団
第
３
部
団
員 

松
田
慶
一

　
　
第
４
分
団
第
１
部
団
員 

武
田
明
久

　
　
第
４
分
団
第
２
部
団
員 

石
川
雄
一

　
　
第
４
分
団
第
３
部
団
員 

髙
橋
想
磨

　
　
第
５
分
団
第
２
部
団
員 

森
谷
崇
史

　
退
団
者
感
謝
状
（
副
分
団
長
以
上
経
験

　
も
し
く
は
、
20
年
以
上
在
籍
）

　
　
元
分
団
長 

髙
橋　
徹

　
　
元
分
団
長 

鈴
木　
勲

　
　
元
副
分
団
長 

鈴
木
康
史

　
　
元
副
分
団
長 

柴
田
敏
行

　
　
元
部
長 

鈴
木　
吾

　
　
元
班
長 

今
田
政
博

◆
中
山
町
長
表
彰

　
優
良
消
防
団
員

　
　
第
４
分
団
第
１
部
班
長 

森
谷
健
史

　
　
第
４
分
団
第
２
部
班
長 

渡
邉
弘
明

　
　
第
２
分
団
第
１
部
団
員 

國
井
和
良

　
　
第
３
分
団
第
３
部
団
員 

横
山
弘
樹

　
　
第
５
分
団
第
２
部
団
員 

鈴
木
直
也

　
勤
続
章
（
５
年
）

　
　
第
１
分
団
第
２
部
団
員 

髙
橋　
充

　
　
第
２
分
団
第
１
部
団
員 

今
野
克
彦

　
　
第
２
分
団
第
２
部
団
員 

後
藤
雨
情

　
　
第
２
分
団
第
２
部
団
員 

海
野
宏
章

　
　
第
４
分
団
第
２
部
団
員 

西
塔
則
幸

　
　
第
４
分
団
第
２
部
団
員 

白
田　
豊

　
　
第
４
分
団
第
３
部
団
員 

髙
橋
雄
輔

　
　
第
５
分
団
第
１
部
団
員 

大
津
朋
洋

　
　
第
５
分
団
第
２
部
団
員 
鎌
上
俊
哉

　
　
第
５
分
団
第
２
部
団
員 
森
谷　
光

　
家
族
功
労
者

　
　
女
性
消
防
隊
ご
家
族 

石
川
り
ゑ
子 
様

　
　
女
性
消
防
隊
ご
家
族 

小
林
佳
苗 

様

　
　
第
１
分
団
第
１
部
長
ご
家
族

 

佐
竹
孝
子 

様

　
　
第
１
分
団
第
２
部
長
ご
家
族

 

石
川
由
樹 

様

　
　
第
３
分
団
第
２
部
長
ご
家
族

 

秋
葉
由
布
子 

様

　
　
第
３
分
団
第
３
部
長
ご
家
族

 

服
部
正
惠 

様

　
退
団
者
感
謝
状

 

（
部
長
以
上
の
職
位
に
あ
っ
た
者
）

　
　
元
分
団
長 

髙
橋　
徹

　
　
元
分
団
長 

鈴
木　
勲

　
　
元
副
分
団
長 

鈴
木
康
史

　
　
元
副
分
団
長 

柴
田
敏
行

　
　
元
部
長 

鈴
木　
吾

　
　
元
部
長 

柏
倉　
隆

◆
消
防
団
長
表
彰

　
優
良
消
防
分
団
・
部

 

第
２
分
団
第
１
部

 

第
４
分
団
第
１
部

◆
一
般
協
力
者
表
彰

 

三
和
缶
詰
株
式
会
社
様

 

後
藤
和
幸
様
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消
防
団
春
季
消
防
演
習

　
４
月
23
日
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
主
会
場
に

し
て
、
中
山
町
消
防
団
の
春
季
消
防
演
習
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
演
習
に
は
、
消
防
団
員
２
９
０

名
、
本
部
車
１
台
、
ポ
ン
プ
車
４
台
、
積
載
車

８
台
が
参
加
し
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露

し
ま
し
た
。

　
演
習
は
放
水
訓
練
か
ら
始
ま
り
、佐
藤
町
長
、

秋
葉
団
長
ら
に
よ
る
観
閲
、中
隊
・
小
隊
訓
練
、

分
列
行
進
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
団
員
の
皆

さ
ん
は
、
各
訓
練
で
、
き
び
き
び
と
し
た
動
き

を
見
せ
て
い
た
ほ
か
、
分
列
行
進
で
は
力
強
く

整
然
と
し
た
姿
を
披
露
し
、
来
賓
や
観
客
席
で

見
守
る
町
民
に
防
火
・
防
災
へ
向
け
た
決
意
を

示
し
ま
し
た
。

　
訓
練
に
続
き
開
催
さ
れ
た
式
典
で
は
、
佐
藤

町
長
が
「
町
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、

地
域
防
災
の
要
と
し
て
さ
ら
な
る
活
躍
を
お
願

い
し
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
秋
葉
団
長
か

ら
は
「
い
ざ
と
い
う
と
き
、
迅
速
か
つ
的
確
な

対
応
が
で
き
る
よ
う
日
頃
か
ら
訓
練
し
、
町
民

の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
消
防
団
と
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
消
防
活
動
に
功
労
の
あ
っ
た
方
々
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
表
彰
者
は
、
次
の

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
（
敬
称
略
）。

放水訓練 日本消防協会から表彰を受けた女性消防隊の皆さん

◆
消
防
庁
長
官
報
償
・
表
彰

　

退
団
者
（
15
年
以
上
在
籍
）

　
　
元
分
団
長 

髙
橋　
徹

　
　
元
分
団
長 

鈴
木　
勲

　
　
元
副
分
団
長 

柴
田
敏
行

　
　
元
部
長 

鈴
木　
吾

　
　
元
班
長 

齋
藤
秀
弘

　
　
元
班
長 
東
海
林
宏
則

　
　
元
班
長 
今
田
政
博

　
　
元
団
員 

多
田
直
晶

　
　
元
団
員 

長
岡
祐
也

　
　
元
団
員 

國
井
崇
正

　
　
元
団
員 

秋
葉
大
輔

　
　
元
団
員 

秋
葉
章
久

◆
山
形
県
知
事
表
彰

　

特
別
功
労
章

　
　
第
１
分
団
第
２
分
団
員 

今
野
清
俊

　
　
第
５
分
団
第
２
分
団
員 

丹
野
隆
雅

　

功
労
章

　
　
第
１
分
団
第
１
部
長 

佐
竹　
修

　
　
第
４
分
団
第
３
部
班
長 

渡
辺
陽
介

　
　
第
２
分
団
第
２
分
団
員 

鈴
木
勝
則

　

功
績
章

　
　
第
１
分
団
第
２
部
班
長 

青
柳
秀
彦

　
　
第
２
分
団
第
２
分
団
員 

山
本
寛
之

　
　
第
４
分
団
第
３
部
団
員 

佐
東
康
平

　
　
第
５
分
団
第
２
分
団
員 

丹
野
徹
也

　

精
練
章

　
　
第
２
分
団
第
１
部
団
員 

細
谷
善
一

　
　
第
３
分
団
第
１
部
団
員 

白
田
貴
之

　
　
第
４
分
団
第
３
部
団
員 

穂
積
隆
史

　
　
第
５
分
団
第
１
部
団
員 

西
塔
弘
昌

◆
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

　
優
良
婦
人
消
防
隊

 

中
山
町
消
防
団
女
性
消
防
隊

　
功
績
章

　
　
分
団
長 

富
田
清
隆

　
精
績
章

　
　
分
団
長 

武
田
公
智

◆
山
形
県
消
防
協
会
長
表
彰

　
優
良
章

　
　
第
５
分
団
第
２
部
班
長 

鈴
木　
彰

　
　
第
２
分
団
第
１
部
団
員 

武
田　
篤

　
　
第
２
分
団
第
２
部
団
員 

今
井
直
明

　
　
第
３
分
団
第
２
部
団
員 

秋
葉
勝
義

　
　
第
５
分
団
第
２
部
団
員 

森
谷
崇
史

　
　
女
性
消
防
隊
団
員 

中
村
智
子

　
　
女
性
消
防
隊
団
員 

古
川
知
子

　
永
年
勤
続
章

　
30
年　
　

　
　
分
団
長 

秋
葉
和
則

　
　
分
団
長 

工
藤
長
信

　
20
年

　
　
第
２
分
団
第
１
部
団
員 
齋
藤
泰
宏

　
　
第
２
分
団
第
１
部
団
員 
佐
藤
和
久

　
　
第
５
分
団
第
２
部
団
員 

丹
野
隆
雅

　
15
年

　
　
第
３
分
団
第
２
部
長 

秋
葉
良
久

　
　
第
２
分
団
第
２
部
班
長 

今
井
直
明

　
　
第
３
分
団
第
１
部
班
長 

小
松
佳
明

　
　
第
２
分
団
第
１
部
団
員 

夛
田
善
浩

　
　
第
２
分
団
第
１
部
団
員 

武
田　
篤

　
　
第
２
分
団
第
２
部
団
員 

鈴
木
勝
則

　
　
第
２
分
団
第
２
部
団
員 

山
本
寛
行

　
　
第
４
分
団
第
２
部
団
員 

井
上
陽
一

　
　
第
４
分
団
第
３
部
団
員 

穂
積
隆
史

　
　
第
５
分
団
第
２
部
団
員 

丹
野
徹
也

◆
山
形
県
消
防
協
会

　
　
　
　
東
南
村
山
支
部
長
表
彰

　
竿
頭
綬 

第
４
分
団

　
銀
条
章 

第
５
分
団
第
１
部

　
優
良
章

　
　
第
１
分
団
第
１
部
団
員 

今
井
達
哉

　
　
第
２
分
団
第
１
部
団
員 

多
田
健
一

　
　
第
２
分
団
第
２
部
団
員 

丸
子
良
太

　
　
第
３
分
団
第
１
部
団
員 

白
田
貴
之

　
　
第
３
分
団
第
３
部
団
員 

松
田
慶
一

　
　
第
４
分
団
第
１
部
団
員 

武
田
明
久

　
　
第
４
分
団
第
２
部
団
員 

石
川
雄
一

　
　
第
４
分
団
第
３
部
団
員 

髙
橋
想
磨

　
　
第
５
分
団
第
２
部
団
員 

森
谷
崇
史

　
退
団
者
感
謝
状
（
副
分
団
長
以
上
経
験

　
も
し
く
は
、
20
年
以
上
在
籍
）

　
　
元
分
団
長 

髙
橋　
徹

　
　
元
分
団
長 

鈴
木　
勲

　
　
元
副
分
団
長 

鈴
木
康
史

　
　
元
副
分
団
長 

柴
田
敏
行

　
　
元
部
長 

鈴
木　
吾

　
　
元
班
長 

今
田
政
博

◆
中
山
町
長
表
彰

　
優
良
消
防
団
員

　
　
第
４
分
団
第
１
部
班
長 

森
谷
健
史

　
　
第
４
分
団
第
２
部
班
長 

渡
邉
弘
明

　
　
第
２
分
団
第
１
部
団
員 

國
井
和
良

　
　
第
３
分
団
第
３
部
団
員 

横
山
弘
樹

　
　
第
５
分
団
第
２
部
団
員 

鈴
木
直
也

　
勤
続
章
（
５
年
）

　
　
第
１
分
団
第
２
部
団
員 

髙
橋　
充

　
　
第
２
分
団
第
１
部
団
員 

今
野
克
彦

　
　
第
２
分
団
第
２
部
団
員 
後
藤
雨
情

　
　
第
２
分
団
第
２
部
団
員 

海
野
宏
章

　
　
第
４
分
団
第
２
部
団
員 

西
塔
則
幸

　
　
第
４
分
団
第
２
部
団
員 

白
田　
豊

　
　
第
４
分
団
第
３
部
団
員 

髙
橋
雄
輔

　
　
第
５
分
団
第
１
部
団
員 

大
津
朋
洋

　
　
第
５
分
団
第
２
部
団
員 

鎌
上
俊
哉

　
　
第
５
分
団
第
２
部
団
員 

森
谷　
光

　
家
族
功
労
者

　
　
女
性
消
防
隊
ご
家
族 

石
川
り
ゑ
子 

様

　
　
女
性
消
防
隊
ご
家
族 

小
林
佳
苗 

様

　
　
第
１
分
団
第
１
部
長
ご
家
族

 

佐
竹
孝
子 

様

　
　
第
１
分
団
第
２
部
長
ご
家
族

 

石
川
由
樹 

様

　
　
第
３
分
団
第
２
部
長
ご
家
族

 

秋
葉
由
布
子 

様

　
　
第
３
分
団
第
３
部
長
ご
家
族

 

服
部
正
惠 

様

　
退
団
者
感
謝
状

 

（
部
長
以
上
の
職
位
に
あ
っ
た
者
）

　
　
元
分
団
長 

髙
橋　
徹

　
　
元
分
団
長 

鈴
木　
勲

　
　
元
副
分
団
長 

鈴
木
康
史

　
　
元
副
分
団
長 

柴
田
敏
行

　
　
元
部
長 

鈴
木　
吾

　
　
元
部
長 

柏
倉　
隆

◆
消
防
団
長
表
彰

　
優
良
消
防
分
団
・
部

 

第
２
分
団
第
１
部

 

第
４
分
団
第
１
部

◆
一
般
協
力
者
表
彰

 

三
和
缶
詰
株
式
会
社
様

 

後
藤
和
幸
様
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新規採用職員を
紹介します
【１】　担当している仕事
【２】　自分のアピールポイント
【３】　これからの抱負や意気込み

　平成29年４月から、８名のフレッシュな新規採用職
員が働いています。
　明るい笑顔とあいさつで一生懸命仕事に取り組みま
すので、町民の皆さん、どうぞよろしくお願いします。
　また、今年度から２年間、県との人事交流が行われ、
産業振興課に茅原秀弘統括が着任しましたので、あわ
せてご紹介します。

【１】　 お知らせ版の作成、町ホームページの更新、まちづくり推進事業補助金、
統計調査、庁内イントラ管理。

【２】　いつでも笑顔で元気にあいさつします。
【３】　 町のイベントやお知らせなどの情報発信を担当しているので、より多くの

情報を正確に発信していきたいです。

政策推進課地域情報グループ　今
こん
野
の
　駿

しゅん
作
さく

これから中山町職員として、町に貢献していきたいと思っていますの
で、よろしくお願いします。

【１】　なかやま保育園３歳児担当。
【２】　 身体を動かしたり歌を歌ったりすることが大好きなので、子どもたちと一

緒に元気いっぱい過ごしていきたいです。
【３】　 子どもたちと共に成長していけるよう、何事にも向上心を持って取り組ん

でいきたいです。

健康福祉課福祉子育て支援グループ　森
もり
谷
や
　美

み
香
か

大好きなスポーツを通じて、地域の方々とたくさんの交流が持てたら
いいなと思います。常に初心を忘れずがんばります。

【１】　 税関係の証明書の発行、仮ナンバーや原動機付自転車などのナンバーの交付
事務、賦課資料の回答など。

【２】　 町民の皆さんに顔を覚えてもらえるように、常に笑顔を心がけ、明るくさわ
やかなあいさつをします。

【３】　自分自身が中山町のいいところを堪能して、どんどん発信していきたいです。

住民税務課税務グループ　千
ち
葉
ば
　真

ま
弓
ゆみ

新しいことの連続ですが、町民の皆さんの声にしっかりと応えられるよ
う精いっぱいがんばります。

【１】　住民票、戸籍、国民年金、マイナンバーなどの手続き事務。
【２】　明るく丁寧にをモットーにがんばります。
【３】　 気軽に立ち寄ることができるような役場の雰囲気づくりを窓口から発信して

いきたいと考えています。

住民税務課住民グループ　山
やま
口
ぐち
　嘉

か
澄
すみ

役場窓口でお待ちしています。
これからどうぞよろしくお願いいたします。

【１】　なかやま保育園２歳児担当。
【２】　 目標に向かってコツコツと努力できることが自分の強みだと思っています。

町のために貢献できる職員となれるよう、これからもより一層努力していき
たいです。

【３】　 社会の宝である子どもたちを保護者の方々と一緒になって大切に育んでいき
たいです。

健康福祉課福祉子育て支援グループ　神
じん
保
ぼ
　奏
かな
子
こ

日々学ぶ姿勢を忘れず、笑顔あふれる職員になりたいです。

【１】　小中学校の管理事務。
【２】　 スポーツで身体を動かすことが好きなので、積極的に町のスポーツイベント

などに参加していきたいです。
【３】　いろいろな知識を習得して、町をよくしていけるようがんばりたいです。

教育委員会教育課学校教育グループ　江
え
口
ぐち
　翔

しょう
平
へい

早く仕事を覚え、町民の皆さんの生活が向上するよう、役に立てる職員
になるようがんばります。よろしくお願いします。

【１】　 固定資産の土地担当、窓口での各種税関係書類の発行、土地の納税義務者
の変更手続事務。

【２】　明るく元気なあいさつをします。
【３】　まずは一日も早く仕事を覚えて、町民の方々に顔を覚えてもらいたいです。

住民税務課税務グループ　近
こん
藤
どう
　大
だい
地
ち

わからないことばかりですが、精いっぱい取り組んでいきます。

【１】　介護認定審査会、資格管理事務、福祉サービス事務。
【２】　どんな仕事でも決してあきらめず、前向きに取り組んでいきます。
【３】　 ひとりひとりの声を大切にして、町の介護の現状を深く理解し、常に町民

の皆さんの立場に立って考えていきたいです。

健康福祉課介護支援グループ　尾
お
形
がた
　礼

れ
実
み

町民の皆さんがより笑顔で安心して暮らせる町となるよう少しでも力
になるため、がんばります。

　４月から中山町にお世話になっております。３月までは、山形県商工労働観光
部産業政策課に所属し、県民生活の基盤となる産業の振興や、若者の県内定着・
回帰、観光立県山形の実現に向けた各種施策を実施するための予算の取りまとめ
を担当していました。
　２年間の短い期間ではありますが、これまでの経験を活かし、少しでも中山町
の産業振興に貢献してまいりますので、よろしくお願いします。

県との人事交流で中山町に
産業振興課産業振興グループ統括　茅

ち
原
はら
　秀
ひで
弘
ひろ
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T o p i c s ひまわり広場

落ちているごみの多さに驚き

荘銀・日新スタジアムのイスを
 ひとつひとつ清掃

空缶散乱防止運動　中山町衛生組合連合会
　４月23日、「空缶散乱防止運動」が行われました。雪解け
後の春の道路をきれいにするため、町衛生組合と町が毎年共
催で行っているものです。町内の主要な幹線道路で、衛生組
合長の皆さんが空き缶などを拾い集め、この日は軽トラック
２台分のごみを回収しました。
　車からのポイ捨てや、不法投棄をなくし、美しい町にした
いものです。

　４月16日、ボランティアによる荘銀・日新スタジ
アムの観覧席のイスの清掃作業が行われました。
　野球シーズンが開幕し、このスタジアムでも４月
28日から東北楽天イーグルスのファーム３連戦が行
われるのに合わせて実施されたもので、球場を訪れ
るお客さんが気持ちよく観戦できるようにと、楽天
イーグルス中山町支援本部が主催したものです。早
朝にもかかわらず、約150名の方が参加し、心を込
めてひとつひとつのイスを磨いていました。

今年度の広報委員の方々は次のとおりです。
（下記写真後列右から）
川瀬喜久夫さん（金沢　中山町芸術文化協会副会長）
伊藤　孝美さん（いずみ　公募委員）
武田　正吾さん（小塩　中山町認定農業者連絡協議会会長）
田宮　昌幸さん（中山町商工会事務局長）
峯田　秀行さん（長崎小学校教頭）
奥山　浩幸さん（ＪＡやまがた北部営農センター長）
今野　光人さん（桜町　中山町社会福祉協議会事務局長）
（下記写真前列右から）
岸　　信子さん（元町　中山町女性団体連絡協議会副会長）
西塔いく子さん（柳沢　中山町議会議員）
村山　ひで子さん（新田町　公募委員）
今野　裕恵さん（柳沢　中山町教育委員）
秋葉秀出男広報委員会長（中山町副町長）

「ひとりひとりの心がけで町
がきれいになればいいですね」
齋藤宗男衛生組合連合会長 集まったもののほんの一部です

バイパスをクリーンにしよう
（福）中山町社会福祉協議会で清掃奉仕を実施
　４月23日、「春季国道112号クリーン作戦奉仕活動」が
行われました。
　これは、町社会福祉協議会が主催して行われたもので、
民生児童委員協議会、老人クラブ連合会、更生保護女性
会、およびシルバー人材センターから44名の方が参加し
ました。道路沿いに落ちている空き缶やペットボトルな
どを拾い集め、国道112号をきれいにしていました。 早朝から集まってくれた参加者の方々

きれいになった球場で、東北楽天イーグルスを応援するぞ

　広報委員、または、町政策推進課地域情報グループ（☎662－2223）まで、
地域の情報を、なんでもお気軽にお寄せください。皆さんからの情報をお
待ちしています。

　
４
月
22
日
、
中
央
公
民
館
で
平
成

29
年
度
第
１
回
区
長
懇
談
会
が
開
催

さ
れ
、
各
地
区
か
ら
区
長
が
、
町
か

ら
は
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
、
各

課
長
、学
校
長
等
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
今
年
度
の
区
長
お
よ

び
広
報
連
絡
員
の
委
嘱
が
行
わ
れ
、

区
長
を
代
表
し
て
柳
沢
１
の
野
口
区

長
に
佐
藤
町
長
か
ら
委
嘱
状
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
町
長
の
あ

い
さ
つ
に
続
い
て
、
各
課
長
等
よ
り

今
年
度
実
施
予
定
の
主
な
事
業
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い

て
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
５
月
31
日
に
開
催
予
定
の

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
in
な
か
や
ま
」

へ
の
町
民
総
参
加
に
向
け
た
取
り
組

み
や
、
町
の
地
域
福
祉
計
画
に
基
づ

く
「
地
域
福
祉
推
進
員
」
の
推
せ
ん

に
関
し
て
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
住
み
良
い
町
づ
く
り
や
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
で
の
課
題
の
解
決
に
は
区
長

を
は
じ
め
と
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
地
域
の
課

題
を
と
も
に
解
決
し
、
住
み
よ
い
中

山
町
を
実
現
し
て
い
く
た
め
、
地
域

と
町
と
を
つ
な
ぐ
要
と
し
て
、
今
年

１
年
ご
活
躍
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
４
月
20
日
に
、
今
年
度
第
１
回
広
報
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

広
報
委
員
会
は
、
町
議
会
、
町
教
育
委
員
会
及
び
各
種
団
体
か
ら
の
推

薦
や
、
公
募
に
よ
り
委
員
が
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
会
議
で
は
、
新
委
員
に
町
長
の
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
、
今
年
度
の
広

報
方
針
等
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
町
の
広
報
方
針
の
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。

① 

広
報
な
か
や
ま
…
毎
月
15
日
に
発
行
。
町
内
の
出
来
事
や
行
政
情
報

な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
た
め
、
全
面
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
で
写

真
を
多
く
使
う
な
ど
し
て
、親
し
み
や
す
い
広
報
紙
を
目
指
し
ま
す
。

② 

お
知
ら
せ
版
…
毎
月
１
日
・
15
日
に
発
行
。
災
害
時
な
ど
の
緊
急
時

に
は
、臨
時
号
を
発
行
し
ま
す
。
レ
イ
ア
ウ
ト
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、

多
く
の
情
報
を
よ
り
見
や
す
く
、
読
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
を
心
が

区長懇談会を開催

地域をまとめ　町と連携
各地区区長に委嘱状を交付

今年度の町の
広報方針を決定

中山町広報委員会

け
ま
す
。

③ 

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
…
現
在
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

目
指
し
て
作
業
中
で

す
。
誰
で
も
、
知
り
た

い
情
報
に
す
ぐ
に
た
ど

り
つ
け
る
よ
う
な
、
使

い
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　
以
上
の
ほ
か
に
、
緊

急
時
に
広
報
車
に
よ
る

町
内
の
巡
回
広
報
や
、

町
外
へ
の
情
報
発
信
と

し
て
、
積
極
的
に
マ
ス

コ
ミ
へ
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
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日
に
開
催
予
定
の

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
in
な
か
や
ま
」

へ
の
町
民
総
参
加
に
向
け
た
取
り
組

み
や
、
町
の
地
域
福
祉
計
画
に
基
づ

く
「
地
域
福
祉
推
進
員
」
の
推
せ
ん

に
関
し
て
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
住
み
良
い
町
づ
く
り
や
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
で
の
課
題
の
解
決
に
は
区
長

を
は
じ
め
と
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
地
域
の
課

題
を
と
も
に
解
決
し
、
住
み
よ
い
中

山
町
を
実
現
し
て
い
く
た
め
、
地
域

と
町
と
を
つ
な
ぐ
要
と
し
て
、
今
年

１
年
ご
活
躍
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
４
月
20
日
に
、
今
年
度
第
１
回
広
報
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

広
報
委
員
会
は
、
町
議
会
、
町
教
育
委
員
会
及
び
各
種
団
体
か
ら
の
推

薦
や
、
公
募
に
よ
り
委
員
が
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
会
議
で
は
、
新
委
員
に
町
長
の
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
、
今
年
度
の
広

報
方
針
等
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
町
の
広
報
方
針
の
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。

① 

広
報
な
か
や
ま
…
毎
月
15
日
に
発
行
。
町
内
の
出
来
事
や
行
政
情
報

な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
た
め
、
全
面
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
で
写

真
を
多
く
使
う
な
ど
し
て
、親
し
み
や
す
い
広
報
紙
を
目
指
し
ま
す
。

② 

お
知
ら
せ
版
…
毎
月
１
日
・
15
日
に
発
行
。
災
害
時
な
ど
の
緊
急
時

に
は
、臨
時
号
を
発
行
し
ま
す
。
レ
イ
ア
ウ
ト
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、

多
く
の
情
報
を
よ
り
見
や
す
く
、
読
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
を
心
が

区長懇談会を開催

地域をまとめ　町と連携
各地区区長に委嘱状を交付

今年度の町の
広報方針を決定

中山町広報委員会

け
ま
す
。

③ 

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
…
現
在
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

目
指
し
て
作
業
中
で

す
。
誰
で
も
、
知
り
た

い
情
報
に
す
ぐ
に
た
ど

り
つ
け
る
よ
う
な
、
使

い
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　
以
上
の
ほ
か
に
、
緊

急
時
に
広
報
車
に
よ
る

町
内
の
巡
回
広
報
や
、

町
外
へ
の
情
報
発
信
と

し
て
、
積
極
的
に
マ
ス

コ
ミ
へ
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
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T o p i c s ひまわり広場

広
　
告

広
　
告

広
　
告 第122話 岩谷の仏像 木造小仏像 その１

　
岩
谷
山
日
月
寺
の
本
殿
の
木
造

の
小
仏
像
は
、
像ぞ
う
容よ
う
か
ら
み
て
観

音
菩
薩
像
と
み
る
に
は
無
理
が
あ

り
ま
す
。

　
仏
像
の
高
さ
は
92
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
、
身
体
を
左
向
き
に
し
て
左

の
脚
を
踏
み
出
し
、
右
脚
の
膝
を

や
や
曲
げ
た
遊ゆ

脚ぎ
ゃ
く

型
で
、
右
肩

肌
脱
ぎ
の
腕
に
は
臂ひ

釧せ
ん

が
あ
り
、

肘
を
曲
げ
、
上
手
を
前
に
出
し
、

右
膝
上
あ
た
り
に
つ
け
、
拳
を
固

く
握
り
、
持じ

物も
つ
を
持
つ
形
で
す
。

左
手
は
肘
を
曲
げ
、
拳
を
胸
前
に

つ
け
て
、
こ
れ
も
物
を
持
っ
て
い

る
様
子
を
し
て
い
ま
す
。
両
肩
を

い
か
ら
せ
、
左
脚
を
踏
み
出
し
、

右
足
を
踏
ん
張
っ
て
、
こ
れ
か
ら

行
動
を
起
こ
そ
う
と
す
る
姿
勢
に

な
っ
て
い
ま
す
。
肝
心
の
両
手
の

持
ち
物
は
失
わ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
れ
が
像
種
の
確
定
を
難
し
く
し

て
い
ま
す
。
裳
は
重
く
垂
れ
、
右

足
は
裳
を
膝
頭
ま
で
捲
り
上
げ
、

こ
れ
も
威
嚇
の
姿
勢
で
す
。

　
面
相
は
丸
顔
で
、
額
が
狭
く
巻

き
毛
で
、
後
頭
部
の
首
筋
の
毛
は

カ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。
眉
、
目
、

鼻
は
写
実
的
で
す
。
口
は
大
き
く

八
の
字
に
結
ん
で
、
両
眼
は
見
開

き
、
表
情
は
威
嚇
的
で
す
。
頭
頂

は
浅
く
、
や
や
大
き
な
巻
き
毛
を

刻
ん
で
あ
り
ま
す
が
、
頭
頂
の
中

央
部
は
は
が
れ
た
の
か
、
宝
髪
は

あ
り
ま
せ
ん
。
耳
は
浅
く
形
式
的

に
彫
っ
て
あ
り
ま
す
。
も
と
は
全

身
に
着
色
し
た
跡
が
あ
り
ま
す

が
、
現
在
は
剥は
く

落ら
く

し
て
い
ま
す
。

【
用
語
の
説
明
】

遊
脚
：
片
足
に
重
心
を
か
け
て
、

体
重
の
か
か
っ
て
い
な
い
方
の
足

を
軽
く
前
に
出
し
た
形

臂
釧
：
腕
に
着
け
る
装
身
具
の
こ

と持
物
：
仏
像
が
持
っ
て
い
る
も
の

で
、
宝
剣
、
蓮
華
、
宝
珠
な
ど
を

指
す
。
仏
像
の
特
定
に
用
い
ら
れ

る
。

※
引
用　
中
山
町
史　
中
巻

　
第
10
章
第
１
節　
庶
民
と
信
仰

まちの人口
（４月末現在）

人　口 人11,544 （前月比ー24人）

（男5,639人、女5,905人）

世帯数 世帯3,645 （前月比ー２世帯）

人の動き
（４月届出分）

出生５人　転入25人

死亡13人　転出41人

ご入園・ご入学おめでとうまちを自分たちの手で美しく
大きな声であいさつできる
　　　　　　元気な中山っ子になろうね

中山ロータリークラブ　清掃活動

　４月は入学式・入園式の季節です。５日には町立な
かやま保育園とながさき幼稚園で、10日には中山中学
校と豊田小学校で、11日には長崎小学校で入園式・入
学式が執り行われました。
　早く新しい環境になじんで、友だちをたくさん作っ
て、楽しい学校生活を送ってくださいね。

　３月25日、中山ロータリークラブ（会長 武田修
次さん・小塩）による清掃活動が行われました。
　この活動は、同クラブの地域活性化事業の一環と
して年に２回実施しているものです。この日はロー
タリークラブの会員12名と、会員のご家族の小松佳
純さん（旭町）とそのお友だちの五十嵐凛さん（旭
町）の２人も手伝っての実施となりました。長崎駅
から総合体育館までの道路を中心に道端のごみを拾
い、10袋分のごみを回収しました。

担任の先生に手を引かれる新１年生（長崎小学校） 新入生11名で歌を披露（豊田小学校）

【お詫びと訂正】
　４月15日発行の「広報なかやま」４月号の６ペー
ジ下段の写真説明の表記に誤りがありました。
　正しくは、「中山紅花保存会　東海林弘夫会長（写
真右から３人目）と会員の皆さんの一部」です。
　以上のとおり訂正し、お詫びいたします。
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ひまわりグラウンド・ゴルフ場
予約状況【5月15日～ 6月14日（4/24現在）】

●全６コースのうち、上記のコースが大会などで独占
　して使用されますので、一般の使用ができません。
●独占使用の申請受付は使用日の１か月前で終了します。
　 　※ご予約・お問い合わせ先
　　 総合体育館　☎６６２ -２３００

期　日 使用コース 時　間　帯
５/16（火）
５/26（金）
５/27（土）
６/４（日）
６/７（水）
６/８（木）
６/10（土）

Ａ・Ｂ・Ｃコース
Ｃコース

Ｄ・Ｅ・Ｆコース
Ｃコース

Ａ・Ｂ・Ｃコース
Ａコース
Ａ・Ｂコース

8:30 ～ 16:30
8:30 ～ 12:00
8:30 ～ 14:00
9:00 ～ 15:00
8:30 ～ 16:30
8:30 ～ 16:00
8:00 ～ 17:00

●入札日時　６月１日（木）午後２時～
●入札会場　保健福祉センター 研修室（２階）
●売払物件
　車　　名：トヨタ自動車製　ハイエース
　型　　式： ＫＨ－ＫＺＨ１０６Ｇ
　年　　式：平成12年式
　車の種別：小型乗用　ステーションワゴン（乗車定員８名） 
　変速方式：４ＡＴ
　エンジン： 2.98ℓディーゼルエンジン（軽油）
　駆動方式： ４ＷＤ
　車体の色：グレー
　走行距離：94,744km（５月１日現在）
　車検有効期限：無し
　自賠責保険有効期限： 無し
　その他：
　・現在スタッドレスタイヤを装着しており、夏タイヤ１セット付属します。
　・定期点検整備記録簿あり
　車輌状態：
　・古い車体ですが外観は比較的良好です。また、車体両面に「はつらつ　おたっしゃクラブ」という
　　ステッカー等が貼ってありますが、落札後に落札者負担で消去し、その写真を提出してください。
＊落札後のクレームは受け付けません。展示期間中に必ずご自身で状態をご確認ください。
●最低売却価格　300,000円（リサイクル券含む）
●入札参加者の条件
　・売払物件の購入を希望する方（個人、法人）で保健福祉センターまで車両を受け取りに来ていた
　　だける方（車検切れのため公道走行不可）。
　・当該入札に係る契約を締結する能力を有しない方および破産者で復権を得ない方等は参加不可。
　※詳細は提出書類と一緒に配布する資料または町公式ホームページをご覧ください。
●入札参加者の受付　所定の用紙に記入・押印のうえ申請してください。
　受付期間…５月22日（月）～ 31日（水）
　受付時間…午前８時30分～午後５時15分
　※用紙および資料は健康福祉課介護支援Ｇで配布するほか町公式ホームページでダウンロードできます。
●売払物件の展示
　展示期間…５月22日（月）～ 31日（水）
　展示時間…午前８時30分～午後５時15分
　展示場所…保健福祉センター　西側駐車場
　　　　　　※期間中（土・日曜日を除く）は、駐車場内で試乗可能です。
●売払方法　入札（最高額落札者が複数の場合は、くじで落札者を決定します。）
●入金方法　
　売払物件の落札後、町が発行する納入通知書により指定金融機関に納入していただきます。また、
　所有者変更手続きは落札者に行っていただきます。
●売払物件の引渡し　所有者変更および売却代金の納入を確認後、お引渡しします。
　　　　　　　※お申込み・お問い合わせ先　健康福祉課介護支援Ｇ　☎ 6 6 2 - 2 ４５６

公用車売り払いについて

　取引・証明に使用するはかりは、計量法によっ
て２年に１回の定期検査を受けることが義務づけ
られています。
　この検査を受けないと、取引・証明には使用で
きません。このたびは、次の日程により検査を行
います。
●集合検査　６月２日（金）
　　　　　　午前９時30分～午後２時30分
●検査会場　役場１０２会議室
●持　ち　物　はかり・手数料
●そ　の　他　集合検査とは別に、大型はかり等を
　　　　　　対象とした所在場所検査もあります。

特定計量器定期検査
　（はかり検査）を行います

　
※お問い合わせ先
　産業振興課産業振興Ｇ　☎６６２ - ２１１４
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献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
Ｇ 

 

　

 

☎
６
６
２
‐
２
８
３
６

　
次
の
日
程
で
献
血
バ
ス
が
来
ま
す
。
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
期
日　
５
月
29
日
（
月
）

● 

場
所　
役
場
・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

● 

時
間　
役
場
…
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30

分　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
…
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

● 

持
ち
物　
身
分
を
証
明
で
き
る
も
の（
運

転
免
許
証
、保
険
証
、パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

　
現
在
、臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）

の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
対
象
と
な

る
可
能
性
の
あ
る
方
に
は
２
月
中
旬
に
町
か

ら
申
請
書
が
郵
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
申
請
締

め
切
り
は
７
月
31
日
（
月
）
で
す
。

※ 

詳
細
は
２
月
１
日
号
お
知
ら
せ
版
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

● 

対
象　
平
成
28
年
１
月
１
日
時
点
で
中
山

町
に
住
民
登
録
し
て
お
り
、
平
成
28
年
度

分
の
町
県
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
。

た
だ
し
、
課
税
さ
れ
て
い
る
方
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

●
支
給
額　
１
人
あ
た
り
１
万
５
０
０
０
円

● 

受
付
会
場　
健
康
福
祉
課
（
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
）
お
よ
び
役
場
総
合
窓
口
（
受
付

時
間
は
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

　
医
療
費
の
増
加
を
抑
え
る
た
め
、
医
療
機

関
で
の
適
正
受
診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

① 

緊
急
の
場
合
を
除
き
、
平
日
の
時
間
内
に

受
診
し
ま
し
ょ
う

　
休
日
・
夜
間
に
開
い
て
い
る
救
急
医
療
機

関
は
、
緊
急
性
の
高
い
患
者
さ
ん
を
受
け
入

れ
る
た
め
の
も
の
で
す
。
ま
た
、
時
間
外
診

療
や
休
日
・
夜
間
の
受
診
は
割
増
料
金
と
な

り
、
自
己
負
担
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
休

日
・
夜
間
に
受
診
を
し
よ
う
と
す
る
際
に
は
、

平
日
の
診
療
時
間
内
に
受
診
で
き
な
い
か
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
夜
間
に
受
診
す
る
か
迷
っ
た
時
は
、「
山

形
県
救
急
電
話
相
談
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

医
療
機
関
の
適
正
受
診
に

　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
税
務
課
住
民
Ｇ

 

☎
６
６
２
‐
２
１
１
３

申
請
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か

臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）

※
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
福
祉
課
福
祉
子
育
て
支
援
Ｇ
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分
）

※
郵
送
で
の
受
け
付
け
も
行
っ
て
い
ま
す
。

●
相
談
日　
毎
日

●
相
談
時
間　
午
後
７
時
〜
10
時（
３
時
間
）

▼
小
児
救
急
電
話
相
談　
（
15
歳
未
満
対
象
）

　
県
内
プ
ッ
シ
ュ
回
線
・
携
帯
電
話
か
ら

　
＃
８
０
０
０

　
ダ
イ
ヤ
ル
回
線・Ｉ
Ｐ
電
話・Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら

☎
０
２
３
‐
６
３
３
‐
０
２
９
９

▼
大
人
の
救
急
電
話
相
談（
15
歳
以
上
対
象
）

　
県
内
プ
ッ
シ
ュ
回
線
・
携
帯
電
話
か
ら

　
＃
８
５
０
０

　
ダ
イ
ヤ
ル
回
線・Ｉ
Ｐ
電
話・Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら

☎
０
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３
３
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② 

「
は
し
ご
受
診
」
を
や
め
、
信
頼
で
き
る

「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　
同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
す

る
こ
と
を
「
は
し
ご
受
診
」
と
い
い
ま
す
。

「
は
し
ご
受
診
」
を
す
る
こ
と
は
、
医
療
費

を
増
や
し
て
し
ま
う
だ
け
で
な
く
、
重
複
す

る
検
査
や
投
薬
に
よ
り
、
か
え
っ
て
体
に
悪

影
響
を
与
え
て
し
ま
う
な
ど
の
心
配
も
あ
り

ま
す
。
信
頼
で
き
る
「
か
か
り
つ
け
医
」
を

持
ち
、気
に
な
る
こ
と
は「
か
か
り
つ
け
医
」

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

「
か
か
り
つ
け
医
」
と
は
、
ご
自
身
や
ご

家
族
の
普
段
の
健
康
管
理
を
し
て
く
れ
る

身
近
な
医
師
の
こ
と
で
す
。

今 月 の 納 税 等

●固定資産税 　　　１期
　　（５月15日納税通知書発送済）
※ 平成29年４月から、コンビニエンス
ストアでも納付できるようになりま
した。

※お問い合わせ先
　住民税務課税務Ｇ
　　　　　　　☎６６２ -２１１２

納期限 ５月31日（水）
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ひまわりグラウンド・ゴルフ場
予約状況【5月15日～ 6月14日（4/24現在）】

●全６コースのうち、上記のコースが大会などで独占
　して使用されますので、一般の使用ができません。
●独占使用の申請受付は使用日の１か月前で終了します。
　 　※ご予約・お問い合わせ先
　　 総合体育館　☎６６２ -２３００

期　日 使用コース 時　間　帯
５/16（火）
５/26（金）
５/27（土）
６/４（日）
６/７（水）
６/８（木）
６/10（土）

Ａ・Ｂ・Ｃコース
Ｃコース

Ｄ・Ｅ・Ｆコース
Ｃコース

Ａ・Ｂ・Ｃコース
Ａコース
Ａ・Ｂコース

8:30 ～ 16:30
8:30 ～ 12:00
8:30 ～ 14:00
9:00 ～ 15:00
8:30 ～ 16:30
8:30 ～ 16:00
8:00 ～ 17:00

●入札日時　６月１日（木）午後２時～
●入札会場　保健福祉センター 研修室（２階）
●売払物件
　車　　名：トヨタ自動車製　ハイエース
　型　　式： ＫＨ－ＫＺＨ１０６Ｇ
　年　　式：平成12年式
　車の種別：小型乗用　ステーションワゴン（乗車定員８名） 
　変速方式：４ＡＴ
　エンジン： 2.98ℓディーゼルエンジン（軽油）
　駆動方式： ４ＷＤ
　車体の色：グレー
　走行距離：94,744km（５月１日現在）
　車検有効期限：無し
　自賠責保険有効期限： 無し
　その他：
　・現在スタッドレスタイヤを装着しており、夏タイヤ１セット付属します。
　・定期点検整備記録簿あり
　車輌状態：
　・古い車体ですが外観は比較的良好です。また、車体両面に「はつらつ　おたっしゃクラブ」という
　　ステッカー等が貼ってありますが、落札後に落札者負担で消去し、その写真を提出してください。
＊落札後のクレームは受け付けません。展示期間中に必ずご自身で状態をご確認ください。
●最低売却価格　300,000円（リサイクル券含む）
●入札参加者の条件
　・売払物件の購入を希望する方（個人、法人）で保健福祉センターまで車両を受け取りに来ていた
　　だける方（車検切れのため公道走行不可）。
　・当該入札に係る契約を締結する能力を有しない方および破産者で復権を得ない方等は参加不可。
　※詳細は提出書類と一緒に配布する資料または町公式ホームページをご覧ください。
●入札参加者の受付　所定の用紙に記入・押印のうえ申請してください。
　受付期間…５月22日（月）～ 31日（水）
　受付時間…午前８時30分～午後５時15分
　※用紙および資料は健康福祉課介護支援Ｇで配布するほか町公式ホームページでダウンロードできます。
●売払物件の展示
　展示期間…５月22日（月）～ 31日（水）
　展示時間…午前８時30分～午後５時15分
　展示場所…保健福祉センター　西側駐車場
　　　　　　※期間中（土・日曜日を除く）は、駐車場内で試乗可能です。
●売払方法　入札（最高額落札者が複数の場合は、くじで落札者を決定します。）
●入金方法　
　売払物件の落札後、町が発行する納入通知書により指定金融機関に納入していただきます。また、
　所有者変更手続きは落札者に行っていただきます。
●売払物件の引渡し　所有者変更および売却代金の納入を確認後、お引渡しします。
　　　　　　　※お申込み・お問い合わせ先　健康福祉課介護支援Ｇ　☎ 6 6 2 - 2 ４５６

公用車売り払いについて

　取引・証明に使用するはかりは、計量法によっ
て２年に１回の定期検査を受けることが義務づけ
られています。
　この検査を受けないと、取引・証明には使用で
きません。このたびは、次の日程により検査を行
います。
●集合検査　６月２日（金）
　　　　　　午前９時30分～午後２時30分
●検査会場　役場１０２会議室
●持　ち　物　はかり・手数料
●そ　の　他　集合検査とは別に、大型はかり等を
　　　　　　対象とした所在場所検査もあります。

特定計量器定期検査
　（はかり検査）を行います

　
※お問い合わせ先
　産業振興課産業振興Ｇ　☎６６２ - ２１１４
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」
を
持
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ま
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ょ
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で
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数
の
医
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関
を
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「
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す
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や
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に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

「
か
か
り
つ
け
医
」
と
は
、
ご
自
身
や
ご

家
族
の
普
段
の
健
康
管
理
を
し
て
く
れ
る

身
近
な
医
師
の
こ
と
で
す
。

今 月 の 納 税 等

●固定資産税 　　　１期
　　（５月15日納税通知書発送済）
※ 平成29年４月から、コンビニエンス
ストアでも納付できるようになりま
した。

※お問い合わせ先
　住民税務課税務Ｇ
　　　　　　　☎６６２ -２１１２

納期限 ５月31日（水）
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町県民税の簡易申告をお忘れなく！
●簡易申告とは、前年中に課税の対象になる収入がなかった旨を申告するものです。
　この申告は、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料の算定資料となり、収入が
　なかった旨を申告されていない場合は軽減措置が適用されない場合があります。
※年金や給与をもらっている方は、簡易申告の必要はありません。
※年金のうち、遺族年金や障がい年金など課税の対象とならない年金だけを受給している方は、
　簡易申告が必要です。
●持ち物：印かん
●場　所：役場１階５番窓口　

　　※ご相談・お問い合わせ先　住民税務課税務Ｇ　☎６６２ -２１１２（直通）
　　　　　　　　　　　　　　　

　町では、町民の皆さんと一緒に町の花「ひまわり」で町を明るくしたいと考えています。そこで、
夏に向けて、ひまわりの花を育ててくださる方にひまわりの種を無料で配布します。気軽に花を育
ててみたい方、町を明るくしたい方など、たくさんの方の参加をお待ちしています。
●配布時期　５月22日（月）～６月９日（金）
●配布場所　役場総合窓口、中央公民館、保健福祉センター
●配　布　数　希望品種を配布（１人１袋）　※品種は状況により変更となる場合があります。
　　　　　　　品種①：地植え、花だん向けの背の高い品種
　　　　　　　品種②：プランター、鉢植え向けの小ぶりの品種
◆育てた「ひまわり」を撮って自慢しよう！
　町では、「ひまわり」の写真データを公募し、公共施設や町公式ホームページで展示します。
スマートフォンやデジタルカメラで撮影したもので構いませんので、皆さんが育てた「ひまわり」
や町の中の「ひまわり」の写真をお気軽にご応募ください（応募いただいた方には記念品を進呈
します。応募者多数の場合は抽選となります）。
※なお、写真データ公募の詳細は、改めてお知らせ版と町公式ホームページに掲載します。
※お問い合わせ先　政策推進課政策企画Ｇ　☎６６２ - ４２７１

町の花「ひまわり」を育てませんか

●

●

● 

募
集
・
案
内 

●
●
●

イ
ク
ボ
ス
養
成
講
座
を　

　
開
催
し
ま
す

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
政
策
推
進
課
政
策
企
画
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　

  

☎
６
６
２
‐
４
２
７
１

　
企
業
、
団
体
、
事
業
所
等
の
管
理
職
、
人

事
担
当
者
の
皆
さ
ま
の
、
働
き
方
改
革
で
職

場
の
魅
力
・
業
績
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
せ
ん

か
。
多
様
な
ス
タ
ッ
フ
が
能
力
を
発
揮
で
き

る
職
場
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
は
イ
ク
ボ
ス

（
※
）か
ら
。イ
ク
ボ
ス
の
効
果
や
役
割
、
実

践
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

※ 

イ
ク
ボ
ス
と
は
、
働
く
ス
タ
ッ
フ
の
キ
ャ

リ
ア
と
人
生
を
応
援
し
な
が
ら
、
組
織
の

業
績
と
結
果
を
出
し
つ
つ
、
自
ら
も
仕
事

と
私
生
活
を
楽
し
む
上
司
の
こ
と
。

● 

日
時　
６
月
11
日（
日
）午
後
２
時
〜
４
時

● 

会
場　
中
央
公
民
館　
第
１
・
２
会
議
室

● 

講
師　
安
藤
哲
也
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ

ザ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
代
表
理
事
）

● 

対
象　
企
業
、
団
体
、
事
業
所
な
ど
の
管

理
職
、
人
事
担
当
者
の
ほ
か
、
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調

和
）
に
関
心
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も

参
加
可
能
。

● 

申
込
み　
６
月
７
日（
水
）ま
で
氏
名
、
電

話
番
号
を
☎
（
６
６
２
‐
４
２
７
１
）、

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
６
６
２
‐
５
１
７
６
）
ま
た
は
、

女
性
の
人
材
育
成
事
業　
　
　
　

　
「
チ
ェ
リ
ア
塾
基
本
コ
ー
ス　

　
村
山
」
の
開
催
に
つ
い
て

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
形
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
チ
ェ
リ
ア

 

　
　
　

☎
６
２
９
‐
７
７
５
１

　
山
形
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー　
チ
ェ
リ

ア
で
は
平
成
29
年
度
女
性
の
人
材
育
成
事
業

と
し
て
、
チ
ェ
リ
ア
塾
基
本
コ
ー
ス
を
開
催

し
ま
す
。

● 
第
１
回　
６
月
10
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

午
後
３
時　
「
一
歩
動
き
出
す
た
め
に
」

● 

第
２
回　
７
月
８
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

午
後
３
時　
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」

● 

第
３
回　
８
月
５
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

午
後
３
時　
「
山
形
の
女
性
よ
、
ガ
ラ
ス

の
天
井
を
打
ち
破
れ
！
」

● 

第
４
回　
９
月
２
日
（
土
）
〜
３
日
（
日
）

宿
泊
研
修
「
対
等
な
人
間
関
係
を
育
も

う
」

● 

第
５
回　

９
月
30
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時　
「
ふ
り
か
え
り
と
次
の
ス

テ
ッ
プ
へ
の
踏
み
出
し
」

● 

会
場　
遊
学
館
２
階　
学
習
室
（
宿
泊
会

場
は
、
あ
こ
や
会
館
）

● 

対
象　
男
女
共
同
参
画
を
学
び
た
い
、
そ

の
推
進
に
向
け
て
行
動
し
た
い
女
性

●
定
員　
先
着
25
名
ま
で

　
中
山
い
き
い
き
教
室
は
、
町
内
の
50
代
以

上
の
方
を
対
象
と
し
た
中
央
公
民
館
事
業
で

す
。
教
室
生
で
あ
れ
ば
自
由
に
参
加
で
き
る

『
学
習
会
』
と
、
興
味
の
あ
る
内
容
を
選
ん

で
活
動
し
て
も
ら
う
『
ク
ラ
ブ
活
動
』
の
２

つ
を
楽
し
め
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

は
年
会
費
５
０
０
円
を
ご
持
参
の
う
え
、
６

月
４
日
（
日
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

【
学
習
会
（
教
室
生
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
）】

● 

開
催
期
間　
年
間
８
回　
※
６
月
〜
３
月

の
火
曜
日
を
予
定
（
日
程
が
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）

●
時
間　
午
前
10
時
か
ら
２
時
間
程
度

中
山
い
き
い
き
教
室
に　

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
中
央
公
民
館（
教
育
課
生
涯
学
習
Ｇ
）

 

　

 

☎
６
６
２
‐
２
２
３
５

Ｅ
メ
ー
ル（kikaku@

tow
n.nakayam

a.
yam

agata.jp

）
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
● 

受
講
料　
全
５
回
、
３
０
０
０
円　
※
宿

泊
研
修
費
（
１
万
円
前
後
）
は
別
途

● 

無
料
託
児　
事
前
申
込
み
が
必
要
、
１
歳

児
〜
未
就
学
児
（
先
着
順
）

● 

申
込
方
法　
６
月
３
日
（
土
）
ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※ 

こ
の
講
座
の
受
講
料
の
半
額
（
最
大

６
０
０
０
円
ま
で
）
を
町
で
補
助
し
ま
す
。

補
助
の
お
問
い
合
わ
せ
は
町
政
策
推
進
課

ま
で
（
☎
６
６
２
‐
４
２
７
１
）

▼
第
１
回
…
６
月
７
日
（
水
）「
開
講
式・

映
写
会
」　
▼
第
２
回
…
７
月
４
日
（
火
）

「
カ
ラ
オ
ケ
教
室
」

※ 

第
３
回
以
降
の
内
容
は
、
教
室
生
で
組
織

す
る
運
営
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

【
ク
ラ
ブ
活
動
（
５
種
類
か
ら
選
べ
ま
す
）】

● 

開
催
期
間　
年
７
回　
※
６
月
〜
２
月
の

第
３
月
曜
日
に
開
催
予
定
（
日
程
が
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

①
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
（
中
央
公
民
館
）

　
時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

　
内
容　
音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
軽
運
動
。

② 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
（
ひ
ま
わ
り
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
）

　
時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
内
容　

 

年
間
を
通
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
を
楽
し
め
ま
す
。

③
民
謡
（
中
央
公
民
館
）

　
時
間　
午
後
１
時
〜
３
時

　
内
容　

 

唄
う
こ
と
が
好
き
な
方
、
み
ん
な

で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

④
健
康
民
舞
（
中
央
公
民
館
）

　
時
間　
午
後
１
時
〜
３
時

　
内
容　

 

基
礎
か
ら
学
べ
る
の
で
初
心
者
で

も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

⑤
料
理
ク
ラ
ブ
（
中
央
公
民
館
）

　
時
間　
午
前
10
時
〜
正
午

　
内
容　

 

毎
回
違
う
テ
ー
マ
で
男
女
問
わ
ず

　
楽
し
め
ま
す
。
定
員
20
名

　
（
※
ほ
か
の
ク
ラ
ブ
と
掛
け
持
ち
可
、
別

　
途
材
料
費
負
担
）

心
配
ご
と
法
律
相
談
所
を

　
　
　
　

 　
開
設
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
福
祉
協
議
会（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
６
６
２
‐
４
３
６
１

　
あ
な
た
の
悩
み
、
心
配
ご
と
に
弁
護
士
が

助
言
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
５
月
24
日
（
水
）
午
後
１
時
15
分

〜
４
時

●
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

●
相
談
内
容　
財
産
、
相
続
、
土
地
、
金
銭
、

家
族
問
題
な
ど

◆
先
着
５
組
。
事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

女
性
の
健
康
相
談　
　
　
　

（
予
約
制
）
の
ご
案
内

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
村
山
総
合
支
庁
子
ど
も
家
庭
支
援
課

 　
保
健
支
援
担
当 

☎
６
２
７
‐
１
２
０
３

　
思
春
期
、
更
年
期
、
妊
娠
な
ど
女
性
の
心

身
の
健
康
に
つ
い
て
、
助
産
師
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　
毎
月
第
４
金
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
部
変
更
あ
り
）

　
　
　
　
午
後
２
時
〜

●
場
所　
村
山
保
健
所

●
内
容　
助
産
師
に
よ
る
面
接
・
電
話
相
談

●
申
込
み　
各
相
談
日
の
4
日
前
ま
で
電
話

予
約
。

こ
ど
も
の
健
康
相
談

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
村
山
総
合
支
庁
子
ど
も
家
庭
支
援
課

　
　
保
健
支
援
担
当
☎
６
２
７
‐
１
２
０
３

　
育
児
、
子
ど
も
の
体
、
発
達
、
病
気
な
ど

に
つ
い
て
、
小
児
科
医
師
に
よ
る
面
接
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　
毎
週
水
曜
日
（
受
付
時
間
：
午
後

２
時
30
分
〜
３
時
）

●
場
所　
村
山
保
健
所
３
階
相
談
室

●
費
用　
無
料

※
２
日
前
ま
で
要
予
約
。
託
児
あ
り
。
保
健

師
に
よ
る
相
談
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

■消防用設備などの規制見直し
　消火器具および自動火災報知機設備に関する基準
について、規定を削除しました。

■「違反対象物に係る公表制度」の開始（10月1日施行）
　建物を安心して利用できるようにするため、消防
法令に関する重大な違反のある建物の情報を早朝
ホームページ上に公表する制度を追加しました。
※ 改正について詳しくは山形市ホームページをご覧に
なるかお問い合わせください。
　※お問い合わせ先
　　山形市消防本部予防課　☎６３４‐１１９５

火災予防条例を改定しました

in
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町県民税の簡易申告をお忘れなく！
●簡易申告とは、前年中に課税の対象になる収入がなかった旨を申告するものです。
　この申告は、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料の算定資料となり、収入が
　なかった旨を申告されていない場合は軽減措置が適用されない場合があります。
※年金や給与をもらっている方は、簡易申告の必要はありません。
※年金のうち、遺族年金や障がい年金など課税の対象とならない年金だけを受給している方は、
　簡易申告が必要です。
●持ち物：印かん
●場　所：役場１階５番窓口　

　　※ご相談・お問い合わせ先　住民税務課税務Ｇ　☎６６２ -２１１２（直通）
　　　　　　　　　　　　　　　

　町では、町民の皆さんと一緒に町の花「ひまわり」で町を明るくしたいと考えています。そこで、
夏に向けて、ひまわりの花を育ててくださる方にひまわりの種を無料で配布します。気軽に花を育
ててみたい方、町を明るくしたい方など、たくさんの方の参加をお待ちしています。
●配布時期　５月22日（月）～６月９日（金）
●配布場所　役場総合窓口、中央公民館、保健福祉センター
●配　布　数　希望品種を配布（１人１袋）　※品種は状況により変更となる場合があります。
　　　　　　　品種①：地植え、花だん向けの背の高い品種
　　　　　　　品種②：プランター、鉢植え向けの小ぶりの品種
◆育てた「ひまわり」を撮って自慢しよう！
　町では、「ひまわり」の写真データを公募し、公共施設や町公式ホームページで展示します。
スマートフォンやデジタルカメラで撮影したもので構いませんので、皆さんが育てた「ひまわり」
や町の中の「ひまわり」の写真をお気軽にご応募ください（応募いただいた方には記念品を進呈
します。応募者多数の場合は抽選となります）。
※なお、写真データ公募の詳細は、改めてお知らせ版と町公式ホームページに掲載します。
※お問い合わせ先　政策推進課政策企画Ｇ　☎６６２ - ４２７１

町の花「ひまわり」を育てませんか

●

●

● 

募
集
・
案
内 

●
●
●

イ
ク
ボ
ス
養
成
講
座
を　

　
開
催
し
ま
す

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
政
策
推
進
課
政
策
企
画
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　

  

☎
６
６
２
‐
４
２
７
１

　
企
業
、
団
体
、
事
業
所
等
の
管
理
職
、
人

事
担
当
者
の
皆
さ
ま
の
、
働
き
方
改
革
で
職

場
の
魅
力
・
業
績
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
せ
ん

か
。
多
様
な
ス
タ
ッ
フ
が
能
力
を
発
揮
で
き

る
職
場
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
は
イ
ク
ボ
ス

（
※
）か
ら
。イ
ク
ボ
ス
の
効
果
や
役
割
、
実

践
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

※ 

イ
ク
ボ
ス
と
は
、
働
く
ス
タ
ッ
フ
の
キ
ャ

リ
ア
と
人
生
を
応
援
し
な
が
ら
、
組
織
の

業
績
と
結
果
を
出
し
つ
つ
、
自
ら
も
仕
事

と
私
生
活
を
楽
し
む
上
司
の
こ
と
。

● 

日
時　
６
月
11
日（
日
）午
後
２
時
〜
４
時

● 

会
場　
中
央
公
民
館　
第
１
・
２
会
議
室

● 

講
師　
安
藤
哲
也
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ

ザ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
代
表
理
事
）

● 

対
象　
企
業
、
団
体
、
事
業
所
な
ど
の
管

理
職
、
人
事
担
当
者
の
ほ
か
、
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調

和
）
に
関
心
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も

参
加
可
能
。

● 

申
込
み　
６
月
７
日（
水
）ま
で
氏
名
、
電

話
番
号
を
☎
（
６
６
２
‐
４
２
７
１
）、

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
６
６
２
‐
５
１
７
６
）
ま
た
は
、

女
性
の
人
材
育
成
事
業　
　
　
　

　
「
チ
ェ
リ
ア
塾
基
本
コ
ー
ス　

　
村
山
」
の
開
催
に
つ
い
て

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
形
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
チ
ェ
リ
ア

 

　
　
　

☎
６
２
９
‐
７
７
５
１

　
山
形
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー　
チ
ェ
リ

ア
で
は
平
成
29
年
度
女
性
の
人
材
育
成
事
業

と
し
て
、
チ
ェ
リ
ア
塾
基
本
コ
ー
ス
を
開
催

し
ま
す
。

● 

第
１
回　
６
月
10
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

午
後
３
時　
「
一
歩
動
き
出
す
た
め
に
」

● 

第
２
回　
７
月
８
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

午
後
３
時　
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」

● 

第
３
回　
８
月
５
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

午
後
３
時　
「
山
形
の
女
性
よ
、
ガ
ラ
ス

の
天
井
を
打
ち
破
れ
！
」

● 

第
４
回　
９
月
２
日
（
土
）
〜
３
日
（
日
）

宿
泊
研
修
「
対
等
な
人
間
関
係
を
育
も

う
」

● 

第
５
回　

９
月
30
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時　
「
ふ
り
か
え
り
と
次
の
ス

テ
ッ
プ
へ
の
踏
み
出
し
」

● 

会
場　
遊
学
館
２
階　
学
習
室
（
宿
泊
会

場
は
、
あ
こ
や
会
館
）

● 

対
象　
男
女
共
同
参
画
を
学
び
た
い
、
そ

の
推
進
に
向
け
て
行
動
し
た
い
女
性

●
定
員　
先
着
25
名
ま
で

　
中
山
い
き
い
き
教
室
は
、
町
内
の
50
代
以

上
の
方
を
対
象
と
し
た
中
央
公
民
館
事
業
で

す
。
教
室
生
で
あ
れ
ば
自
由
に
参
加
で
き
る

『
学
習
会
』
と
、
興
味
の
あ
る
内
容
を
選
ん

で
活
動
し
て
も
ら
う
『
ク
ラ
ブ
活
動
』
の
２

つ
を
楽
し
め
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

は
年
会
費
５
０
０
円
を
ご
持
参
の
う
え
、
６

月
４
日
（
日
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

【
学
習
会
（
教
室
生
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
）】

● 

開
催
期
間　
年
間
８
回　
※
６
月
〜
３
月

の
火
曜
日
を
予
定
（
日
程
が
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）

●
時
間　
午
前
10
時
か
ら
２
時
間
程
度

中
山
い
き
い
き
教
室
に　

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
中
央
公
民
館（
教
育
課
生
涯
学
習
Ｇ
）

 

　

 

☎
６
６
２
‐
２
２
３
５

Ｅ
メ
ー
ル（kikaku@

tow
n.nakayam

a.
yam

agata.jp

）
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
● 

受
講
料　
全
５
回
、
３
０
０
０
円　
※
宿

泊
研
修
費
（
１
万
円
前
後
）
は
別
途

● 

無
料
託
児　
事
前
申
込
み
が
必
要
、
１
歳

児
〜
未
就
学
児
（
先
着
順
）

● 

申
込
方
法　
６
月
３
日
（
土
）
ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※ 

こ
の
講
座
の
受
講
料
の
半
額
（
最
大

６
０
０
０
円
ま
で
）
を
町
で
補
助
し
ま
す
。

補
助
の
お
問
い
合
わ
せ
は
町
政
策
推
進
課

ま
で
（
☎
６
６
２
‐
４
２
７
１
）

▼
第
１
回
…
６
月
７
日
（
水
）「
開
講
式・

映
写
会
」　
▼
第
２
回
…
７
月
４
日
（
火
）

「
カ
ラ
オ
ケ
教
室
」

※ 

第
３
回
以
降
の
内
容
は
、
教
室
生
で
組
織

す
る
運
営
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

【
ク
ラ
ブ
活
動
（
５
種
類
か
ら
選
べ
ま
す
）】

● 

開
催
期
間　
年
７
回　
※
６
月
〜
２
月
の

第
３
月
曜
日
に
開
催
予
定
（
日
程
が
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

①
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
（
中
央
公
民
館
）

　
時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

　
内
容　
音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
軽
運
動
。

② 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
（
ひ
ま
わ
り
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
）

　
時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
内
容　

 

年
間
を
通
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
を
楽
し
め
ま
す
。

③
民
謡
（
中
央
公
民
館
）

　
時
間　
午
後
１
時
〜
３
時

　
内
容　

 

唄
う
こ
と
が
好
き
な
方
、
み
ん
な

で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

④
健
康
民
舞
（
中
央
公
民
館
）

　
時
間　
午
後
１
時
〜
３
時

　
内
容　

 

基
礎
か
ら
学
べ
る
の
で
初
心
者
で

も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

⑤
料
理
ク
ラ
ブ
（
中
央
公
民
館
）

　
時
間　
午
前
10
時
〜
正
午

　
内
容　

 

毎
回
違
う
テ
ー
マ
で
男
女
問
わ
ず

　
楽
し
め
ま
す
。
定
員
20
名

　
（
※
ほ
か
の
ク
ラ
ブ
と
掛
け
持
ち
可
、
別

　
途
材
料
費
負
担
）

心
配
ご
と
法
律
相
談
所
を

　
　
　
　

 　
開
設
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
福
祉
協
議
会（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
６
６
２
‐
４
３
６
１

　
あ
な
た
の
悩
み
、
心
配
ご
と
に
弁
護
士
が

助
言
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
５
月
24
日
（
水
）
午
後
１
時
15
分

〜
４
時

●
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

●
相
談
内
容　
財
産
、
相
続
、
土
地
、
金
銭
、

家
族
問
題
な
ど

◆
先
着
５
組
。
事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

女
性
の
健
康
相
談　
　
　
　

（
予
約
制
）
の
ご
案
内

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
村
山
総
合
支
庁
子
ど
も
家
庭
支
援
課

 　
保
健
支
援
担
当 

☎
６
２
７
‐
１
２
０
３

　
思
春
期
、
更
年
期
、
妊
娠
な
ど
女
性
の
心

身
の
健
康
に
つ
い
て
、
助
産
師
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　
毎
月
第
４
金
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
部
変
更
あ
り
）

　
　
　
　
午
後
２
時
〜

●
場
所　
村
山
保
健
所

●
内
容　
助
産
師
に
よ
る
面
接
・
電
話
相
談

●
申
込
み　
各
相
談
日
の
4
日
前
ま
で
電
話

予
約
。

こ
ど
も
の
健
康
相
談

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
村
山
総
合
支
庁
子
ど
も
家
庭
支
援
課

　
　
保
健
支
援
担
当
☎
６
２
７
‐
１
２
０
３

　
育
児
、
子
ど
も
の
体
、
発
達
、
病
気
な
ど

に
つ
い
て
、
小
児
科
医
師
に
よ
る
面
接
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　
毎
週
水
曜
日
（
受
付
時
間
：
午
後

２
時
30
分
〜
３
時
）

●
場
所　
村
山
保
健
所
３
階
相
談
室

●
費
用　
無
料

※
２
日
前
ま
で
要
予
約
。
託
児
あ
り
。
保
健

師
に
よ
る
相
談
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

■消防用設備などの規制見直し
　消火器具および自動火災報知機設備に関する基準
について、規定を削除しました。
■「違反対象物に係る公表制度」の開始（10月1日施行）
　建物を安心して利用できるようにするため、消防
法令に関する重大な違反のある建物の情報を早朝
ホームページ上に公表する制度を追加しました。
※ 改正について詳しくは山形市ホームページをご覧に
なるかお問い合わせください。
　※お問い合わせ先
　　山形市消防本部予防課　☎６３４‐１１９５

火災予防条例を改定しました

in
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保健カレンダー ※保健事業に関するお問い合わせ先
健康福祉課　健康づくりＧ　☎６６２－２８３６

●

●

●
そ
の
他
団
体
等
の
お
知
ら
せ
●
●
●

①
お
問
い
合
わ
せ
先　
②
と
き

③
と
こ
ろ　
④
内
容　
⑤
対
象
・
定
員

⑥
費
用　
⑦
申
込
方
法　
⑧
そ
の
他

【
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

 

ラ
ジ
オ
放
送
の
お
知
ら
せ
】

　
①
山
形
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事

業
課
給
付
係
（
☎
０
２
３
７
‐
８
４
‐

７
１
０
０
）　
②
毎
月
第
４
火
曜
日
午
後

３
時
10
分
頃
か
ら
約
５
分
間　
④
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
に
よ
る
ラ
ジ
オ
番
組

放
送
が
始
ま
り
ま
し
た
。
情
報
な
ど
、
役

に
立
つ
情
報
を
お
送
り
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お

聞
き
く
だ
さ
い
。
Ｙ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
「
ゲ
ツ
キ

　
ン
ラ
ジ
オ
ぱ
ん
ぱ
か
ぱ
〜
ん
」内「
元
気・

長
生
き
・
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
！
」
コ
ー
ナ
ー

【
や
ま
が
た
森
の
感
謝
祭
２
０
１
７
】

　
①
や
ま
が
た
森
の
感
謝
祭
実
行
委
員
会

（
村
山
総
合
支
庁　
☎
０
２
３
‐
６
２
１

‐
８
１
５
６
）　
②
６
月
３
日
（
土
）
午

前
10
時
〜
午
後
３
時　
③
尾
花
沢
市　
徳

良
湖
畔
子
ど
も
広
場　
④
▼
森
づ
く
り
活

動
（
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
敷
き
、
下
草
刈
り
）

▼
森
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
（
竹
ポ
ッ
ト
で
苗

作
り
し
ま
す
）　
▼
体
験・物
販
コ
ー
ナ
ー

（
木
工
教
室
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
、
特

産
品
の
販
売
な
ど
）
⑤
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。　
⑥
無
料　
⑦
森
づ
く
り
活

動
の
み
事
前
申
込
み

　未就園児のお友だちを対象に楽しいお遊びをしますので
ぜひご参加ください。
☆ひよこの会「お友達になろう」
　日時　５月20日（土）午前10時30分～11時15分
　場所　ながさき幼稚園　遊戯室
☆親子ふれあいの集い
　日時　６月３日（土）午前９時30分～11時
　場所　総合体育館アリーナ
●持ち物　水分補給のための飲み物、内ズック
　※お問い合わせ先　ながさき幼稚園　☎６６２‐２３４５

ながさき幼稚園からお知らせ
　６月１日～10日は「電波利用環境保
護周知啓発強化週間」です。電波は、
ルールを守って正しく使いましょう。
※電波の混信・妨害についてのお問い
合わせは
〒９９０- ８７９５
　仙台市青葉区本町３‐２‐23
　総務省　東北総合通信局　相談窓口
　☎０２２‐２２１‐０６４１
　http://www.soumu.go.jp/soutsu/tohoku

【
借
金
に
関
す
る
相
談
窓
口
の
ご
案
内
】

　
①
山
形
財
務
事
務
所
理
財
課
（
☎
０
２
３

‐
６
４
１
‐
５
１
７
８
）　
②
月
〜
金
曜

日
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）　
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分　
③
山
形
財

務
事
務
所
１
階
理
財
課　
④
借
金
に
関
す

る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
員
が
借

金
の
状
況
等
を
お
伺
い
し
、
必
要
に
応
じ

て
弁
護
士
等
の
専
門
家
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。

ま
た
、
相
談
専
用
電
話
（
☎
０
２
３
‐

６
４
１
‐
５
２
０
１
）
も
開
設
し
て
い
ま

す
。　
⑥
無
料　
⑧
相
談
は
秘
密
厳
守

【
近
隣
市
町
耳
よ
り
情
報
】

☆
ラ
ベ
ン
ダ
ー
祭
り
（
山
辺
町
）　

①
玉
虫
沼
農
村
公
園
管
理
棟
（
☎
０
２
３

‐
６
６
６
‐
２
１
２
１
）　
②
６
月
上
旬

〜
約
１
か
月　
③
山
辺
町
玉
虫
沼
農
村
公

園
「
か
お
り
の
広
場
」　
④
紫
色
の
か
わ

い
ら
し
い
花
が
咲
き
誇
り
、
皆
さ
ん
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

大
好
評
の
「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
」
の
販
売
も
行
い
ま
す
。

☆
日
本
一
さ
く
ら
ん
ぼ
祭
り
（
す
こ
だ
ま
つ

な
が
る
、
山
形
）（
山
形
市
）

①
日
本
一
さ
く
ら
ん
ぼ
祭
り
実
行
委
員
会

（
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
２
０
５
０
）　
②

６
月
17
日
・
18
日　
③
山
形
市
文
翔
館
前
、

七
日
町
通
り　
④
文
翔
館
前
を
メ
イ
ン
ス

テ
ー
ジ
に
、
ダ
ン
ス
や
お
神
輿
、
サ
ク
ラ

ン
ボ
マ
ル
シ
ェ
な
ど
、
最
盛
期
の
「
さ
く

ら
ん
ぼ
」
に
ち
な
ん
だ
お
祭
り
で
す
。

【「
山
形
学
」
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て
】

　

①
山
形
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
２
３
‐
６
２
５
‐
６
４
１
１　
②
６
月

３
日
（
土
）　
③
遊
学
館　
ホ
ー
ル　
④

▼
講
座
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン　
午
後
1

時
30
分
〜
4
時
15
分　

▼
基
調
講
演　

「
地
理
・
地
形
か
ら
紐
解
く
地
域
の
未
来
」

　
講
師　
竹
村
公
太
郎
氏
（
日
本
水
フ
ォ
ー

ラ
ム
代
表
理
事
）
午
後
1
時
45
分
〜
2
時

35
分　
▼
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン　
「
だ
か

ら
地
理
・
地
質
は
面
白
い　

身
近
な
地

域
の
魅
力
を
再
発
見
し
よ
う
！
」　
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
阿
部
康
子
氏
（「
山
形

学
」
企
画
委
員
長
）、
登
壇
者　
竹
村
公

太
郎
氏
・
山
野
井
徹
氏
（
山
形
大
学
名
誉

教
授
）・
長
谷
川
直
子
氏
（
お
茶
の
水
大

学
准
教
授
）　
⑤
３
０
０
名
（
先
着
順
）

託
児
あ
り
（
要
事
前
申
込
み
）　
⑥
無
料

（
要
入
場
整
理
券
）　
⑦
【
氏
名
・
整
理
券

希
望
枚
数
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
連
絡
先

電
話
番
号
・
託
児
の
有
無
】
を
明
記
し
、

５
月
31
日
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
　
　
　
　
　
金
比
羅
樽
流
し
の
ご
案
内
】

　
①
金
比
羅
樽
流
し
保
存
会
（
鈴
木
）（
☎

０
９
０
‐
４
４
７
９
‐
４
６
５
５
）　
②

６
月
１
日
（
木
）
午
前
９
時
〜　
③
川
向

地
区
金
比
羅
堂
前　
④
水
難
事
故
防
止
を

祈
願
し
、
最
上
川
に
樽
を
流
す
伝
統
行
事

※
県
内
に
残
る
た
だ
１
か
所
の
風
習

総務省からのお知らせ

事 業 名 日　時 場　所 対　象　者　等

母 子 手 帳 交 付 ５/23（火）
９：00～10：00

保健福祉
センター

母子手帳を交付し健康相談を行います
●持ち物　印かん、妊娠届出書、個人番号が確認で
きるもの（個人番号カード、通知カード等）と本人
確認できるもの（個人番号カード、運転免許証等）
※この日時で妊婦さんご本人の都合がつかない場合
はご連絡ください。

育 児 相 談 会
（予約制）

５/23（火）
10：30～11：30

育児全般について、保健師または管理栄養士が相談
に応じます。前日まで電話でご連絡ください。

定 期 健 康 相 談 ５/23（火）
10：30～11：30 生活習慣病予防・健康診査に関する相談を行います。

乳 が ん ・
子 宮 頸 が ん ・
骨粗しょう症検診

①５/24（水）
②６/９（金）

集合時間･場所:
山形県成人病検査センター（寒河江市）
※直接検診会場に行く方は、13：30ま
でお越しください。

対象地区で次に該当する方（申し込まなかった方で
希望する場合は、健康づくりＧにご連絡ください）
・子宮頸がん検診　20歳以上の女性
・乳がん検診　40歳以上の女性
・骨粗しょう症検診　40・45・50・55・60・65・70歳の女
性

●持ち物　問診票、検診料金、国保加入者は保険証
◆詳しくは、平成29年度中山町健康診断実施のご案
内をご覧ください（申し込まれた方に送付してい
ます）。

①の対象地区…新田町、上町、柳町、旭町、北小路、
西小路で該当する方

※送迎バス時刻
東部地区多目的交流センター　12：30、中山町役場　12：35、
中央公民館12：40

②の対象地区…達磨寺、向新田、梅ヶ枝町で該当する方
※送迎バス時刻
向新田公民館　12：30、達磨寺バス停前（寒河江方面行）　
12：33、達磨寺村社前　12：40、中央公民館　12：45

２歳児歯科検診

５/25（木）
１回目

13：10～13：30
２回目

13：40～13：50

保健福祉
センター
検診ホール

１回目…平成27年１月～３月生まれと前回欠席の子ども
２回目…平成28年11月10日に１回目を受診し、２回目

のフッ素塗布を希望する子ども
●持ち物　母子手帳、問診票（１回目の方）、歯ブラ

シ（２回目の方）

総 合 検 診

５/30（火）
受付時間

７：40～９：30

保健福祉
センター
検診ホール

三軒屋、落合、文新田、小塩地区の方
※送迎バス時刻
　文新田生活改善センター７：15、落合構造改善センター７：20、
　三軒屋公民館７：25、小塩構造改善センター７：40、小塩
佐藤商店前７：43

特定健診、後期高齢者健診、さわやか健診、がん検診を申し込まれた方。
申し込まなかった方で希望する場合は、健康づくりＧにご連絡ください。
●持ち物　問診票、検体採取容器、前年度または前々年度の特定健康診査結果、検診料金。
　　　　　40歳以上の方は、医療保険証を必ずお持ちください。
◆詳しくは、平成29年度中山町健康診断実施のご案内をご覧ください（申し込まれた方に送
付しています）。

乳 児 健 診

５/31（水）
３か月児
13：10集合
11か月児
13：00集合

保健福祉
センター
検診ホール

平成28年６月・29年２月生まれの子どもと前回未受
診の子ども
●持ち物　母子手帳、バスタオル、問診票、交換用

おむつ（11か月児は歯ブラシも）

も ぐ も ぐ
ご っ く ん 教 室

６/２（金）
9：30集合

保健福祉
センター
２階和室

平成28年10月～12月生まれの子ども
●持ち物　母子手帳、エプロン、おんぶひも
●内　容　離乳食の進め方について、お話と調理実習

歯 周 疾 患 検 診
６/７（水）
受付時間

13：15～13：45

保健福祉
センター
検診ホール

達磨寺、向新田、新田町、上町、新町、元町、中町、
柳町、旭町の方で申し込んだ方と希望する方
●持ち物　問診票（送付してありますが、ない方は

当日記入してください）
●内　容　歯周疾患検診、ブラッシング指導、歯科相談

食生活改善推進
協 議 会 （ １ 部 ）

６/９（金）
９：00集合

保健福祉
センター
２階会議室

協議会１部会員の方
●内　容　糖尿病予防（野菜を使った料理）
●持ち物　エプロン、三角巾、米80ｇ、筆記用具、

テキスト、活動記録（水色の紙）、日程表
◆出欠の連絡を６月１日（木）まで健康福祉課健康
づくりＧへご連絡ください。
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保健カレンダー ※保健事業に関するお問い合わせ先
健康福祉課　健康づくりＧ　☎６６２－２８３６

●

●

●
そ
の
他
団
体
等
の
お
知
ら
せ
●
●
●

①
お
問
い
合
わ
せ
先　
②
と
き

③
と
こ
ろ　
④
内
容　
⑤
対
象
・
定
員

⑥
費
用　
⑦
申
込
方
法　
⑧
そ
の
他

【
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

 

ラ
ジ
オ
放
送
の
お
知
ら
せ
】

　
①
山
形
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事

業
課
給
付
係
（
☎
０
２
３
７
‐
８
４
‐

７
１
０
０
）　
②
毎
月
第
４
火
曜
日
午
後

３
時
10
分
頃
か
ら
約
５
分
間　
④
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
に
よ
る
ラ
ジ
オ
番
組

放
送
が
始
ま
り
ま
し
た
。
情
報
な
ど
、
役

に
立
つ
情
報
を
お
送
り
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お

聞
き
く
だ
さ
い
。
Ｙ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
「
ゲ
ツ
キ

　
ン
ラ
ジ
オ
ぱ
ん
ぱ
か
ぱ
〜
ん
」内「
元
気・

長
生
き
・
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
！
」
コ
ー
ナ
ー

【
や
ま
が
た
森
の
感
謝
祭
２
０
１
７
】

　
①
や
ま
が
た
森
の
感
謝
祭
実
行
委
員
会

（
村
山
総
合
支
庁　
☎
０
２
３
‐
６
２
１

‐
８
１
５
６
）　
②
６
月
３
日
（
土
）
午

前
10
時
〜
午
後
３
時　
③
尾
花
沢
市　
徳

良
湖
畔
子
ど
も
広
場　
④
▼
森
づ
く
り
活

動
（
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
敷
き
、
下
草
刈
り
）

▼
森
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
（
竹
ポ
ッ
ト
で
苗

作
り
し
ま
す
）　
▼
体
験・物
販
コ
ー
ナ
ー

（
木
工
教
室
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
、
特

産
品
の
販
売
な
ど
）
⑤
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。　
⑥
無
料　
⑦
森
づ
く
り
活

動
の
み
事
前
申
込
み

　未就園児のお友だちを対象に楽しいお遊びをしますので
ぜひご参加ください。
☆ひよこの会「お友達になろう」
　日時　５月20日（土）午前10時30分～11時15分
　場所　ながさき幼稚園　遊戯室
☆親子ふれあいの集い
　日時　６月３日（土）午前９時30分～11時
　場所　総合体育館アリーナ
●持ち物　水分補給のための飲み物、内ズック
　※お問い合わせ先　ながさき幼稚園　☎６６２‐２３４５

ながさき幼稚園からお知らせ
　６月１日～10日は「電波利用環境保
護周知啓発強化週間」です。電波は、
ルールを守って正しく使いましょう。
※電波の混信・妨害についてのお問い
合わせは
〒９９０- ８７９５
　仙台市青葉区本町３‐２‐23
　総務省　東北総合通信局　相談窓口
　☎０２２‐２２１‐０６４１
　http://www.soumu.go.jp/soutsu/tohoku

【
借
金
に
関
す
る
相
談
窓
口
の
ご
案
内
】

　
①
山
形
財
務
事
務
所
理
財
課
（
☎
０
２
３

‐
６
４
１
‐
５
１
７
８
）　
②
月
〜
金
曜

日
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）　
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分　
③
山
形
財

務
事
務
所
１
階
理
財
課　
④
借
金
に
関
す

る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
員
が
借

金
の
状
況
等
を
お
伺
い
し
、
必
要
に
応
じ

て
弁
護
士
等
の
専
門
家
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。

ま
た
、
相
談
専
用
電
話
（
☎
０
２
３
‐

６
４
１
‐
５
２
０
１
）
も
開
設
し
て
い
ま

す
。　
⑥
無
料　
⑧
相
談
は
秘
密
厳
守

【
近
隣
市
町
耳
よ
り
情
報
】

☆
ラ
ベ
ン
ダ
ー
祭
り
（
山
辺
町
）　

①
玉
虫
沼
農
村
公
園
管
理
棟
（
☎
０
２
３

‐
６
６
６
‐
２
１
２
１
）　
②
６
月
上
旬

〜
約
１
か
月　
③
山
辺
町
玉
虫
沼
農
村
公

園
「
か
お
り
の
広
場
」　
④
紫
色
の
か
わ

い
ら
し
い
花
が
咲
き
誇
り
、
皆
さ
ん
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

大
好
評
の
「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
」
の
販
売
も
行
い
ま
す
。

☆
日
本
一
さ
く
ら
ん
ぼ
祭
り
（
す
こ
だ
ま
つ

な
が
る
、
山
形
）（
山
形
市
）

①
日
本
一
さ
く
ら
ん
ぼ
祭
り
実
行
委
員
会

（
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
２
０
５
０
）　
②

６
月
17
日
・
18
日　
③
山
形
市
文
翔
館
前
、

七
日
町
通
り　
④
文
翔
館
前
を
メ
イ
ン
ス

テ
ー
ジ
に
、
ダ
ン
ス
や
お
神
輿
、
サ
ク
ラ

ン
ボ
マ
ル
シ
ェ
な
ど
、
最
盛
期
の
「
さ
く

ら
ん
ぼ
」
に
ち
な
ん
だ
お
祭
り
で
す
。

【「
山
形
学
」
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て
】

　

①
山
形
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
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３
‐
６
２
５
‐
６
４
１
１　
②
６
月
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日
（
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）　
③
遊
学
館　
ホ
ー
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④

▼
講
座
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン　
午
後
1

時
30
分
〜
4
時
15
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▼
基
調
講
演　

「
地
理
・
地
形
か
ら
紐
解
く
地
域
の
未
来
」

　
講
師　
竹
村
公
太
郎
氏
（
日
本
水
フ
ォ
ー

ラ
ム
代
表
理
事
）
午
後
1
時
45
分
〜
2
時

35
分　
▼
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン　
「
だ
か

ら
地
理
・
地
質
は
面
白
い　

身
近
な
地

域
の
魅
力
を
再
発
見
し
よ
う
！
」　
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
阿
部
康
子
氏
（「
山
形

学
」
企
画
委
員
長
）、
登
壇
者　
竹
村
公

太
郎
氏
・
山
野
井
徹
氏
（
山
形
大
学
名
誉

教
授
）・
長
谷
川
直
子
氏
（
お
茶
の
水
大

学
准
教
授
）　
⑤
３
０
０
名
（
先
着
順
）

託
児
あ
り
（
要
事
前
申
込
み
）　
⑥
無
料

（
要
入
場
整
理
券
）　
⑦
【
氏
名
・
整
理
券

希
望
枚
数
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
連
絡
先

電
話
番
号
・
託
児
の
有
無
】
を
明
記
し
、

５
月
31
日
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
　
　
　
　
　
金
比
羅
樽
流
し
の
ご
案
内
】

　
①
金
比
羅
樽
流
し
保
存
会
（
鈴
木
）（
☎

０
９
０
‐
４
４
７
９
‐
４
６
５
５
）　
②

６
月
１
日
（
木
）
午
前
９
時
〜　
③
川
向

地
区
金
比
羅
堂
前　
④
水
難
事
故
防
止
を

祈
願
し
、
最
上
川
に
樽
を
流
す
伝
統
行
事

※
県
内
に
残
る
た
だ
１
か
所
の
風
習

総務省からのお知らせ

事 業 名 日　時 場　所 対　象　者　等

母 子 手 帳 交 付 ５/23（火）
９：00～10：00

保健福祉
センター

母子手帳を交付し健康相談を行います
●持ち物　印かん、妊娠届出書、個人番号が確認で
きるもの（個人番号カード、通知カード等）と本人
確認できるもの（個人番号カード、運転免許証等）
※この日時で妊婦さんご本人の都合がつかない場合
はご連絡ください。

育 児 相 談 会
（予約制）

５/23（火）
10：30～11：30

育児全般について、保健師または管理栄養士が相談
に応じます。前日まで電話でご連絡ください。

定 期 健 康 相 談 ５/23（火）
10：30～11：30 生活習慣病予防・健康診査に関する相談を行います。

乳 が ん ・
子 宮 頸 が ん ・
骨粗しょう症検診

①５/24（水）
②６/９（金）

集合時間･場所:
山形県成人病検査センター（寒河江市）
※直接検診会場に行く方は、13：30ま
でお越しください。

対象地区で次に該当する方（申し込まなかった方で
希望する場合は、健康づくりＧにご連絡ください）
・子宮頸がん検診　20歳以上の女性
・乳がん検診　40歳以上の女性
・骨粗しょう症検診　40・45・50・55・60・65・70歳の女
性

●持ち物　問診票、検診料金、国保加入者は保険証
◆詳しくは、平成29年度中山町健康診断実施のご案
内をご覧ください（申し込まれた方に送付してい
ます）。

①の対象地区…新田町、上町、柳町、旭町、北小路、
西小路で該当する方

※送迎バス時刻
東部地区多目的交流センター　12：30、中山町役場　12：35、
中央公民館12：40

②の対象地区…達磨寺、向新田、梅ヶ枝町で該当する方
※送迎バス時刻
向新田公民館　12：30、達磨寺バス停前（寒河江方面行）　
12：33、達磨寺村社前　12：40、中央公民館　12：45

２歳児歯科検診

５/25（木）
１回目

13：10～13：30
２回目

13：40～13：50

保健福祉
センター
検診ホール

１回目…平成27年１月～３月生まれと前回欠席の子ども
２回目…平成28年11月10日に１回目を受診し、２回目

のフッ素塗布を希望する子ども
●持ち物　母子手帳、問診票（１回目の方）、歯ブラ

シ（２回目の方）

総 合 検 診

５/30（火）
受付時間

７：40～９：30

保健福祉
センター
検診ホール

三軒屋、落合、文新田、小塩地区の方
※送迎バス時刻
　文新田生活改善センター７：15、落合構造改善センター７：20、
　三軒屋公民館７：25、小塩構造改善センター７：40、小塩
佐藤商店前７：43

特定健診、後期高齢者健診、さわやか健診、がん検診を申し込まれた方。
申し込まなかった方で希望する場合は、健康づくりＧにご連絡ください。
●持ち物　問診票、検体採取容器、前年度または前々年度の特定健康診査結果、検診料金。
　　　　　40歳以上の方は、医療保険証を必ずお持ちください。
◆詳しくは、平成29年度中山町健康診断実施のご案内をご覧ください（申し込まれた方に送
付しています）。

乳 児 健 診

５/31（水）
３か月児
13：10集合
11か月児
13：00集合

保健福祉
センター
検診ホール

平成28年６月・29年２月生まれの子どもと前回未受
診の子ども
●持ち物　母子手帳、バスタオル、問診票、交換用

おむつ（11か月児は歯ブラシも）

も ぐ も ぐ
ご っ く ん 教 室

６/２（金）
9：30集合

保健福祉
センター
２階和室

平成28年10月～12月生まれの子ども
●持ち物　母子手帳、エプロン、おんぶひも
●内　容　離乳食の進め方について、お話と調理実習

歯 周 疾 患 検 診
６/７（水）
受付時間

13：15～13：45

保健福祉
センター
検診ホール

達磨寺、向新田、新田町、上町、新町、元町、中町、
柳町、旭町の方で申し込んだ方と希望する方
●持ち物　問診票（送付してありますが、ない方は

当日記入してください）
●内　容　歯周疾患検診、ブラッシング指導、歯科相談

食生活改善推進
協 議 会 （ １ 部 ）

６/９（金）
９：00集合

保健福祉
センター
２階会議室

協議会１部会員の方
●内　容　糖尿病予防（野菜を使った料理）
●持ち物　エプロン、三角巾、米80ｇ、筆記用具、

テキスト、活動記録（水色の紙）、日程表
◆出欠の連絡を６月１日（木）まで健康福祉課健康
づくりＧへご連絡ください。
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NAKAYAMA TOWN INFORMATION

町の魅力を再発見！　
　中山町には、魅力的な場所やもっと知ってほしい良いモノなどがたくさんあります。この
コーナーでは、そんなまちの魅力をお知らせしていきます。
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　県指定天然記念物の樹齢750年といわれる２
本のエドヒガンと、中央にあるソメイヨシノの

達磨寺田植踊保存
会の皆さん（写真
上）と亀井会長
（写真左）

中
山
町
長

佐
藤　

俊
晴
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の
２

お達磨の
　　 桜公園

巨木が、今年も美しく咲きました。満開の時期には、ライトアップや
さまざまなイベントに多くの人が訪れ、春のひと時を楽しんでいました。

達磨寺田植踊（町指定無形民俗文化財）
　達磨寺田植踊は、200年以上前に大飢饉があった際、現在の仙台
のほうから達磨寺地区に伝わったといわれる豊作を願う踊りです。
約80年前から地区で伝承されており、現在も保存会で地域の伝統芸
能を守っています。４月22日には、満開の桜の前で披露されました。
保存会会長の亀井浩之さん（達磨寺）は「伝統を絶やさないよう、
定期的に集まり練習をしています。毎年踊りを披露するのはこの桜
まつりの時期で、地区のお祭りやお盆の時にも踊れるように準備を
しています。地区の内外を問わず、たくさんの方に見ていただき、
桜まつりと達磨寺地区を盛り上げていきたい」と話していました。

抜刀術演武
　４月23日には戸山流居合道連盟山形支部の方々
によるさまざまな技が披露され、見る人を圧倒し
ました。須貝茂信さん（達磨寺）はこの道十数年
の師範。「桜の下で多くの方に見ていただき、あ
りがたい」と話していました。

中山町重点プロジェクト報告　P2~5
消防団春季消防演習　　　　　P6~7
お知らせ版　　　　　　　　　P14~19

今月の主な内容
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